Count de Montblanc and the Japanese by 宮永 孝
ベルギー貴族モンブラン伯と日本人
著者 宮永 孝
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会志林
巻 47
号 2
ページ 182-118
発行年 2000-12
URL http://hdl.handle.net/10114/6126
の郷土史家らの案内をうけ、城の内部やモンプラン家の割
たという。いずれもビール関係のひとびとであるらしい。
ベルギーの北西ｌ西フランドルのインゲルムンスターは、こんにち人口約一万の小さな町である．それは、ベルギーのどこにでも
見られるような田舎町であり、古い教会と城（館）をのぞくと、とくに人目を引くようなものはない。
カ
ス
テ
ー
ル
・
ピ
イ
ア
いまインゲルムンスターを有名にしているものは、地酒の「城ビール」である。かって｝」の村（町）のすべてと周辺の土地を領有
していたモンブラン伯爵家は、’九八六年相続税を支払うために、やむなく町の醸造所”ファン・ホンセブルック家“に、城を売却し
た
。インゲルムンスターの町は、わが国ではほとんど知られていない、といっても過言ではない。わたしをこの町に惹きつけたものは、
あ
る
じ
》」の城の主であったモンブランというベルギー貴族であった。
同家は、城の庭を一般に開放し、さらに城の地下室をビアホールに変えた。
わたしは久しくモンブラン伯爵家のこの城に興味をいだいていたが、幸い一九九九年（平成十一年）の夏に訪れることができ、地元
郷土史家らの案内をうけ、城の内部やモンプラン家の礼拝堂などを見学することができた。日本人はこの五年ほどのあいだに四人き
は
じ
め
に
ベ
ル
ギ
ー
貴
族
モ
ン
ブ
ラ
ン
伯
と
曰
本
人
宮
永
孝
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多くのこしている。
（１）
「トマス・プレイク・グラバーとシャルル・デ・カントン・ドゥ・モンブーフン」と題する論文を書き、ルーヴェン大学の東洋学部に（２）
提出し、学士号（じっさいは修士号に相当）を取得したピルヒット。デベールストは、「モンプーフン家の起源については定かでない」
リ
セ
ン
テ
ィ
ア
ー
ト
シャルル・一プカントン・ドウ・モンブラン（以下、略してモンブランと記す）の生まれた曰および出生地についてはいろいろな説が
あるが、一八一一一一一一年（天保四年）五月十一日パリで生まれたのはたしかなようだ。けれどモンブラン家の始祖については、不明な点を
提
出
し
、
学
士
と記している。
（３）
十六世紀から十九世紀まで、インゲルムンスター村の城と領地を所有していたのは、オット・フォン。プロートというフーフンス軍に
属する大佐であった・プロート家の最後の子孫であったフェルディナン男爵は子供がなかったので、一八一一五年と一八一一一五年に一一度に
わけて、財産のすべてを家来すじにあたるシャルル・アルベリック・クレマン・一プヵントン・ドゥ・モンブラン（一七八五・五・’○、
わけて、財産の一
パリで生まれる）
日本をおとずれ、日本人と交際があったモンプランの父にあたるのが、このシャルルであった。
父のモンプラン男爵は、’八一一一一一年七月十日パリにおいてヴィルジニ・ルィズ・ロック。ド。モンガィャール（一八一一一。’一一・二
四、メッッ生まれ）と結婚した。やがて子供（一一一男一一一女）がつぎつぎと生まれた。
幕末期、日本人とふかいかかわりをもったこの謎にみちたベルギー貴族について論じてみたい。
長男……シャルル・フェルディナン・カミーュ・ヒスラン（一八一一一一一一・五・一一、パリで生まれる。日本に来たモンブラン）
｜一男……アルベリック・マリ・ヒスラン（一八一一一四・九。二、インゲルムンスターで生まれる）
長女……マリ・カロリヌ・ヒスレーヌ（一八一一一六・九・一八、インゲルムンスターで生まれる。一八四六・一一・一四、パリで天折）
＊
に遺贈した。
(2)１８１
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
／■、 しフ讓馴毛２＝， モンプランの関心は単に日本という国だけにとどまらず、やがてこの国を訪れたいとおもうようになった。
ほどなくかれの願いがかなう時が訪れた。モンブランは何度か来日したが、最初の訪日は一八五八年（安政五年）のことであった。
イギリスのエルギン卿が特命全権使節として清国に派遣されることが決まると、フランスも同様の特使を清国に派遣することにした。
｜八五八年五月一一十七日、フランスの特命全権使節ジャン・バプティスト・ルイ・グロ男爵（一七九一一一～’八七○）とその随員は、
フリゲート艦オーダシュ１号とともに南仏ツーロンを出帆し、一路極東への航海についた。
モンブランは、このときグロ男爵に随行したのであるが、かれはフランス外務省から何らかの学術調査の任務をあたえられていたら
（５）
た。 モンプランの父は、一八六一年七月一一一十日パリにおいて没し、母は一八八九年六月一百おなじくパリで亡くなった・
パリで生まれた本稿の主人公モンブランは、どこで暮らし、どのような教育をうけたものか明らかでない。が、一貫して、フランス
で教育をうけたようだ。長ずるに従って、かれは歴史・地理・一一一一口語・芸術などに興味を示すようになって行った・
裏てモンブランの目は異国Ｉことに東洋にむけられた．くり「提督がひきいる黒船艦隊が浦賀に来航し、通商を求めたのは一八
五一一一年（嘉永六年）のことだが、このニュースはモンプランの知るところとなり、かれは日本という未知の国に興味を抱くようになっ
グロ男爵の一行が日本に滞在したのは、同年九月十一一一日から十月一一十一一日までの約四十日である。
モンプランは極東を訪れたさいに航海日誌や手記のようなものを書き残さなかったようであるが、第一回目の日本訪問は一八五八年
五年）九月中旬のことであった。
一一一男……エルネスト・シャルル・ルィ。ヒスラン（一八一一一八・’一・四、インゲルムンスターで生まれる）
一一女……ベルト・クレマンティヌ・マリ・ヒスレーヌ（一八四○・八・一一九、インゲルムンスターで生まれる）
一一一女……ルィーズ。カロリヌ・マリ。ヒスレーヌ（’八四七・一一・四、パリで生まれ、一九一九・一一・四死去） （４）
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モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
帰
国
の
途
に
つ
く
ま
え
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
り
、
そ
こ
で
も
学
術
調
査
に
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
の
父
は
一
八
六
一
年
（
文
久
元
年）七月三十日にパリで亡くなったのであるが、このときすでにモンブランは帰国していた。
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
父
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
（
一
八
六
二
年
）
、
｜
旅
行
者
と
し
て
ふ
た
た
び
来
日
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
と
き
か
れ
は
横
浜
の
居
留
地
や
江
モンブランは父が亡くなった翌年（一八六二年）、｜
戸のフランス公使館［三田済海寺］でくらしたらしい。
この間にグロ男爵は、齊
よ
り
帰
途
に
つ
く
の
で
あ
る
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
帰
国
の
容
か
れ
が
ま
だ
横
浜
に
い
た
こ
ろ
の
こ
と
か
、
そ
の
正
確
な
時
期
ま
で
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
〃
お
政
〃
と
い
う
女
性
と
関
係
が
あ
っ
た
と
、
中
里
機
庵
著
ら
し
や
め
ん
『幕末開港綿羊娘情史』（赤燗閣書一房、昭和６．２）にある。
ぜ
げ
ん
か
く
け
い
あ
ん
モ
ン
プ
ー
フ
ン
は
横
浜
に
く
る
と
、
西
洋
人
の
も
と
に
出
入
り
す
る
洋
妾
に
注
目
し
た
。
か
れ
は
女
街
の
各
慶
庵
と
い
う
者
に
日
本
娘
を
ひ
と
り
世
話
し
て
欲
しいといった。このような場合、色里の女性にもっとも適当なものがいるのであるが、モンプランはその種の女を好まない。
依頼人のモンブランは、手数料として十両以上支払うというから、各慶庵は懸命にさがすのだが、なかなか適当な女性が見つからな
い。ところが偶然、おあつらえむきの女性が各慶庵の蓬莱屋にすがたをみせた。
それは、三十歳前後の女盛りといった女性であった。一見すると、一一十五、六歳ぐらいにしか見えなかった。名をお政といった。
彼女は江戸は浅草の町家の生まれで、娘のころ評判の美人であった。二十歳ごろ、おなじ浅草の町人のもとに嫁したが、三、四年に
して不縁となり、しばらく家でぶらぶらしていた。やがて四谷に住む旗本五千石の永井左京の囲い者に望まれ、妾宅におさまった。
ぜいたくな暮らしをしているうちに、浮気なお政は旦那の目をぬすんで情夫とたびたび密会するようになり、それがとうとう永井の
知るところとなり、あわや一刀のもとに斬られそうになった。
お政は危く難をまぬがれると、逃亡し、横浜に身を隠した。しかし、永井の追っ手が神奈川の宿まで来ていることを知ると、身の危
険を知り蓬莱屋にすがたを現わした。外国人の愛人になれば、役人といえども容易に手だしできないだろう、と考えたからである。
お政は、もともと多情多淫な女性であったらしい。町家の出であったが、文字がよめ、機略にも富んでいた。色気にあふれた美人で
幕
府
と
の
間
で
ト
レ
ー
テ
・
ド
・
エ
ド
「日仏通商条約ならびに貿易章程」（「江戸条約」）を調印－）、長崎をへて上海におもむき、それ
(4)１７９
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
中里機庵の著書は、横浜開港にまつわる町方の史料』
きなくても、多少は真実を語っているものと思われる。
モンプランが策したのは、幕府と－
どの貸与をうけさせることであった。
各慶庵は、これこそモンブランの注文にぴったりの女とばかりひざを打った。
やがてお政は、蓬莱屋の世話でモンブランの囲い者となり、山手に一家をかまえた・
当時、フランス領事館の通訳を兼ねていたメルメ・ド・カション神父はモンブランと交際があり、公使のロッシュを差しおき、モン
ブランを幕府の大官と直かに面会せしめ、いろいろ建策させた。その中には封建制を廃して郡県制に改めたり、後述の「荘戸ケ谷董屏と
の謝罪使をフランスに派遣したりする案も含まれていた。
あったし、弁舌が流ちょうであった。
なお、横浜や江戸に在住したフランス人は、日本滞在中それぞれつぎのような女性と関係をもったようである。
ｌ
秘
密
御
殿
。
を
も
う
け
、
大
吉
モンブランが幕府と関係をもつようになってから、お政は江戸から美人を呼びあつめ本牧（現・横浜市中区南東部）に、
陸軍歩兵中尉クレソ
陸
軍
大
尉
ガ
シ
ノ
フ
日本語通訳ブレックマン
フランス公使レオン・ロッシュ…・…・…・…おとみ
日本語通訳メルメ・ド・カション神父……お梶（江戸駒込、
大官らを招いてしばしば酒宴を催した。
横浜開港にまつわる町方の史料にもとずいて書かれており、その記述の信ぴょう性に全幅の信頼をおくことがで
幕府とフランスが同盟をむすび、国内に内乱が生じたとき、フランスから軍艦、武器弾薬、兵力、資金な
・お浪
●●
おお
愛梶
お
そ
め
光源寺観音堂の堂守の娘）
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の
一
行
三
十
五
名
が
フ
ラ
ン
ス
に
や
っ
て
来
た
と
き
、
日
本
人
と
の
交
際
が
再
開
す
る
の
で
あ
る
。
と
池
田
ら
の
渡
欧
は
、
沸
騰
し
て
い
る
擢
夷
論
の
熱
を
ひ
や
す
た
め
に
、
新
規
に
開
港
場
と
な
っ
た
神
奈
川
（
横
浜
）
港
を
い
っ
た
ん
鎖
ざ
す
交
渉
を
各
国
と
おこない、また「井戸ヶ谷事件」（文久三年（’八六三年）九月、アフリカ第三大隊所属のフランス軍中尉アンリ・カミュが殺害され
た事件）や長州藩によるフランス艦キェン・チャン号砲撃事件を謝罪するためであった。
一八六四年二月六日（文久一一一。一二・二九）、フランスの通報艦「ル・モンジュ」号に乗り横浜を出帆した池田一行は、何度も便船
を
換
え
た
の
ち
、
同
年
四
月
十
五
日
（
元
治
元
。
三
・
’
○
）
マ
ル
セ
ー
ユ
に
到
着
し
た
。
一
行
は
マ
ル
セ
ーユで市内見物をし、オペラを観たりしたのち、四月二十一日（三・一六）の朝パリに到着し、キャプシーヌ街の「グ
ラントテル」に入り、ホテルのベランダに「日章旗」をかかげた。
日本使節団がパリにやって来たことを知ったモンブランは、数日後、はやくも私設秘書・斎藤健次郎をして使節の随員らに接触させ
た
◎
と
も
あ
れ
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
横
浜
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
く
と
き
、
斎
藤
健
次
郎
（
私
設
秘
書
、
”
白
川
健
次
郎
〃
と
か
〃
ジ
ラ
ー
ル
・
ド
・
ケ
ン
“
と
も
い
う
）
な
る
者
を
秘
か
に
と
も
な
い
、
フ
ラ
ン
ス
に
連
れ
帰
っ
た
。
帰
国
後
、
モ
ン
プ
ラ
ン
は
日
本
語
の
学
習
や
日
本
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
日
本
お
よ
び
日
本
人
と
の
接
触
は
と
だ
え
た
が
、
横
浜
鎖
港
使
節
江
が
の
ぷ
正使．．…・池田筑後守（長発、外国奉行、一
副
使
…
…
河
津
伊
豆
守
（
祐
邦
、
外
国
奉
行
、
【
〃
…
…
河
田
相
模
守
（
熈
、
目
付
、
三
十
歳
）
行
三
十
五
名
が
フ
ラ
ン
ス
に
や
っ
て
来
た
と
き
、
陸
軍
歩
兵
少
佐
（
慶
喜
顧
問
）
レ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
…
…
…
…
…
…
お
倉
（６）
横須賀造船所首長ヴェルニー…………・・……・……………お浅（横須賀の船頭久平の娘）
二十八歳）
四十四歳）
(6)１７７
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
や
が
て
モ
ン
ブ
ラ
ン
と
斎
藤
健
次
郎
は
、
使
節
の
随
員
ら
と
ま
す
ま
す
交
際
の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
行
っ
た
。
そ
の
二
日
後
、
使
節
の
組
頭
田
辺
太
一
の
従
者
で
あ
っ
た
三
宅
復
一
（
十
七
歳
）
は
、
斎
藤
健
次
郎
を
は
じ
め
、
モ
ン
プ
ラ
ン
と
そ
の
母
、
姉
（
妹
の
誤
り
）
らとともに公園や凱旋門や王宮などを見学し、ナポレオン三世の妃ユージェニーの散歩すがたなどを見るのである。
（７）
を
え
た
の
は
ロ
ニ
ー
を
介
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
副使・河津伊豆守の従者岩松太郎の「航圭
もとよりモンプランにしても何の面識もない日本人にいきなり接近することはできない。使節に随行していた尺振八（通弁出役）や
矢野次郎兵衛（定希世格同心）らは、パリ到着後、奇人の東洋語学者レオン・ド・ロニー（’八三七～一九一六）よりフランス語を習っ
ていたが、あるときロニーはモンプランに会ってくれないか、というので、その旨支配組頭の田辺太一につたえ、さらに同人より正使
の池田筑後守にはかったら、そんなことならモンプランの所へ行ってもよいということになった。モンブランが日本人と接触する機会
（三月）
（９）
亡尤（叩）
廿
五
日
晴
。
十
二
時
頃
よ
り
チ
ポ
ル
町
［
テ
ィ
ヴ
ォ
リ
街
八
番
地
］
に
至
り
ケ
ン
に
逢
ふ
。
並
に
コ
ン
ト
［
モ
ン
プ
ラ
ン
伯
］
及
び
、
其
れ
の
母
又
姉
に
逢
ふ
。
其より「パルト」（「モルソー公園」か）と云ふ所に至る。花園なり。人工の岩あなあり。爆布あり。
ア
ル
ケ
。
γ
・
ト
リ
オ
ン
ブ
此所に柳及び竹をみる。一本千「フランク」と云ふ。其より「アルクデトルョン」［凱旋門］と云ふ、高さ十一ハ丈の門、市中にあるをみ
る。五人にて一フランクにて嶺まで登れり。「ミーーナ」と云ふ河にそうて王宮あるをみる。
つ】荷風）
○廿一一一日亥曇西四ノ廿八［洋暦四・一一八］六十七一［摂氏約一九度］
い
ず
れ
凸
》
た
ママ
いハタ
ロ
も
Ｌ
』
』
め
○
た
ｈ
シ
（
前
略
）
○
今
夜
何
の
異
人
来
り
能
語
に
本
宅
は
当
時
仲
仙
道
熊
ヶ
谷
宿
兄
医
師
を
致
し
居
る
と
云
斎
藤
隆
風
と
申
す
兄
名
自
分
名
同
建
一
一
郎
と
申
事
な
り
元
下
谷
辺
６
ん
ぺ
ん
す
ま
い
は非なり深川箱崎近辺住しし」云なり
（８）
「航海日記」
に、つぎのような記事がみられる。
注
・
［
］
内
は
、
引
用
者
に
よ
る
。
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（皿）
な
ど
と
呼
ば
れ
、
あ
な
ど
ら
れ
た
。
三宅の日記のなかに、「チポル」とか「チポリ」といった街路名が出てくるのは、一一一回のみである。
（ｕ）
幕使の従者らは、パリにおいて勝手にひとりで出歩くことを許されず、外出するときはかならず一一人以上と定められていた。一一一宅は
（聰）
とくに斎藤健次郎と親しくなったようで、解剖学の参考館や博物館、曲馬場などに案内されている。
か
っ
ぽ
当時の一二宅の装いは、チョンマゲに羽織袴であった。かれは腰に両刀をたばさみ、街中を闇歩したのである。これだけでもパリっ子
を驚かすのに十分であったが、その足もとをみると、異様な感じさえあたえた。なぜなら、足にあう小さい靴がないため、かれは女も
と
あ
る
。
こ
の
日
も
モ
ン
ブ
ラ
ン
宅
を
お
と
ず
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
の
の
靴
を
は
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
三宅復一
であろう。（コシロン）
ｌ
ブ
鬘
シ
・
当時モンプランは、母とともにティヴォリ街八番地（「サン・ラザール駅」に近い、いまのアムステルダム街）で暮らしていた。
三宅復一は、五月一一日（一一｜・一一七）の午後一時ごろ、ふたたびティヴォリ街に出かけているが、このときもモンブランと会ったもの
こ
の
よ
う
な
い
で
た
ち
は
、
当
然
市
民
の
注
意
を
ひ
き
、
と
き
ど
き
さ
ら
に
二
日
後
の
三
宅
の
日
記
の
記
述
を
み
る
と
、
一方、池田使節らもモンプランから招待をうけ、帰国の途につくまえに、ティヴォリ街に足をはこんでいる。
（三８
廿
九
日
河の向岸にて外国ミーーストル館［公使館］あるをみる。蒸気器械にて薪をきるをみる。皇后の遊歩をみる。馬車にて警固の騎者六騎あり。
火
曜
日
。
雨
夜
に
入
て
「
チ
ポ
リ
」
町
に
至
る
。
(8)１７５
人
叶
ョ
Ｂ
－
ｆ
〆
Ｉ
『
Ｉ
公
へ
色
躰具）を購入するこ，
Ｌ」粕イギリス政府に打卦
方一八六五年六月一
ンモ
ロ
ッ
パ
に
む
か
っ
た
。
族餐マルセーユに到拳
悴ランス到着後、ツー
ベ
イギリス政府に打診することであった。
横浜鎮港使節団に随行した田辺太一（外国奉行支配組頭）も、パリ滞在ちゅうにモンブランから晩さんの招待をうけ、通訳のプレッ
クマンとともに出かけたのであるが、モンプランには奇を好む独得のくせがあった、とのべている。
斎藤健次郎はそのころ頭をざん切りにしていたが、モンブランはかれに仮まげをつけさせ、羽織袴をきせ、また南洋から連れてきた
（川）
蛮人（マレー人７．）には、紋布の腰巻をつけさせて、田辺らに給仕させた・
モンプランと池田ら幕使およびその随員との交際は、ここでいったん切れるのであるが、約一年半後の一八六五年八月二十六日（慶
た
け
雌
か
応元・七・一ハ）、外国奉行柴田日向守（剛中）がひきいる一行がフランスにやって来たさいに、ふたたび接近をはかるのである。
柴田一行（十名）の渡欧の主な目的は、横須賀製鉄（造船）所建設に必要な技術者の雇い入れと、機械類（蒸気および修船用の諸道
具）を購入することにあった。また用務がすんだら、イギリスをおとずれ、’一一兵（歩兵、騎兵、砲兵）の伝習教官を招へいすることを
マルセーユに到着したのは、同年八月一一十六日（七・六）のことで、直ちに「グラントテル・ド・ノアイュ」に投宿した。一行はフ
ンス到着後、ツーロン軍港を視察し、リヨンを経てパリにむかった。
九月四日（七・一五）、柴田一行はマルセールを汽車で発ち、同日の夕刻リヨンに到着し、市内の「グラントテル」に止宿すると、パ
岩松太郎の「航海日記」に、
一八六五年六月二十七日
（五月）
○十六日卯晴西洋六月十九日○八シ時［午後一一時］頃よりモンプランの方へ○モンプランは当国の日本で云大名なり何事４℃不致し
い
う
お
て諸国を遊歩し居る人なり是の者の内に健［ジラール・時Ⅱ。ケン］動て居たり
お
こ
し
あ
い
な
り
使節御越相成侯○使節方より日々来居一一一使礼を出来候者へ紅白の一疋［布地一一反］を被下侯
（慶応元・閏五・五）、柴田は属僚とともにイギリスの郵船「一一ポール」号にのると、横浜を出帆し、ヨー
174（９）
一行がリヨンの駅舎に到着したとき、柴田は支祠
ら
し
き
者
を
目
撃
し
た
。
そ
れ
は
斎
藤
健
次
郎
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
斎
藤
は
再
度
、
同
胞
の
目
の
ま
え
に
姿
を
み
せ
る
の
で
あ
る
が
、
同
人
お
よ
び
肥
田
浜
五
郎
ら
の
こ
と
は
、
現
地
発
行
の
『
ル
・
ク
ー
リ
エ
・
ド
・
リ
ヨ
ン
』
紙
（
九
・
五
付
）
の
「
地
元
の
ニ
ュ
ー
ス
」
の
欄
に
そ
の
名
が
み
え
る
。
ルコーーーに日章旗をかかげた。
（胆）
柴田は、日記（「仏英行」）のなかで、つぎのように記している。
顔色は赤茶けておらず、目の表情は東洋人に特有のものではなく、長いまっ黒の頭髪は、日本式にうしろから掻きあげられてはいなかった。
三人のうち一人［肥田のことか］は、大きな口ひげをはやしていた。最年長のものは、三十歳か一一一十五歳くらいにみえた。かれらはフランス
語をはなし、リヨンめぐりをするために馬車にのるとき、フゥルヴィエール［ローヌ川の左岸にある丘］とテート・ドール公園へやってくれ、
し居り、
はいなかった。
…十
五
日
丑
晴
⑪
白
よ
う
ぽ
う
（前略）○蒸気車より馬車に移乗す。場所［駅のことか］おゐて支配向の内へ接待せし一巨人を見るに容児御国人［日本人］に類する故に、後
う
け
た
左
わ
マ
マ
ｔ
お
す
し
た
が
に承り候て、御府内［江戸］近郊の医師某悴斎藤賢次と申者にて、両一二年前仏人［モンプラン］に随ひ亡命し、同国都府［パリ］に寓居いた
昨
日
［
九
・
四
］
の
朝
、
久
し
く
し［布施］、斎藤の諸氏である。
このたび（巴）
よ
し
此度比田浜に伴はれ当所［リヨン］へ出張せしＪ㈲》のの由。
かれらはフランス人のような装いをし、洋服をじょうずに着こなしており、わが国にやってきた最初の日本人［文久使節団］とほとんど似て
久しくパリに居住している、大君の帝国海軍の士官三名が、リヨンの「グラントテル」に投宿した。それは肥田、フゥ
み
ず
し
江
柴田は支配むきの属僚（外国奉行支配組頭・水品楽太郎）にちかずき、話しをＩしている東洋人
(10）１７３
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
そとル
や柴モ医柴１柴
し田ン官田ブ田
、はブ、-／らルー
柴田らの到着を待ちうけていたのは、東洋語学者レオン・ド・ロニー（一八三七～一九一六）、モンブラン、シーポルト（出島のも
と医官）らであった。シーポルトはわざわざプロシア本国からパリにやって来、日本使節と会うことを心待ちにしていた・
モンブランについていえば、柴田らがパリに着いた翌日（九・七）、はやばやとホテルを訪れ、面会をもとめた。
柴田は、ベルギーからパリにやって来たモンプランと面談したことを日記に記している。このときモンブランは、日本のことをほめ
そゃし、かつ国家としての方針を定めてほしい、といったとある。
肥田が属僚二名（布施と飯田心平）を趾
（焔）
る
器
具
や
機
械
類
を
購
入
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
らこ名であり、斎藤はその同行者であった。
肥田らは、いつどこで斎藤と知りあったものか、またモンブランとの関係はどのようなものであったのか明らかでない・
斎藤健次郎が肥田らに同行したのは、おそらくモンブランに言い含められてのことであろう。
柴田一行は、九月六日（七・’七）リヨンを発し、同日の夕刻パリに到着すると、「グラントテル・デュ・ルーブル」（現・「オテル
リヨンにおいて柴田一行を待っていたのは、オランダに滞在中の、
軍艦組頭………肥田浜五郎
属僚………布施鉱吉郎
といった。
これら一一一人の士官は、当地において同国人を待って山
わが紙の八月三十日号においてすでに紹介ずみである。
灯は、九月六日
・コンコルド』
（七・’七
に入った。
当地において同国人を待っているところである。すなわち、十名からなる日本使節団のことだが、この一行については、
を
と
も
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
来
た
の
は
、
折から石川島造船所で建造ちゅうの蒸気軍艦千代田形へ用い
」
●
172（11）
モンプランは一百後（九・九）、ふたたび柴田を訪問すると、日本国の威光を盛んにする方法として、ベルギーと修好通商条約をむ
すぶよう勧め、よく考えたうえお返事をうかがいたい、と述べたという。
さらに一一一日後（九・｜｜｜）、モンブランはまたやってきた。が、このとき柴田は、フランソワ・レォンス・ヴェルニー（一八三七～
’九○八、フランスの海軍技師、のち横須賀造船所の首長）と転宅の相談があったので本人とは会わなかった。
そのためモンブランはほどなく退散した。柴田とその属僚は、九月十六日（七・二七）「グラントテル・デュ・ルーブル」を引き払
い、セーヌ河畔の借家ｓヤン・グージョン街五十一番地）に移った。
その翌日（九・一七）、シーポルトについでモンブランが訪ねて来、シーポルトは日仏の合弁会社設立を建策し、モンブランは日本
とベルギーとの条約締結の件など、通弁の塩田三郎に述べたてたのち帰って行った。
…十
八
日
辰
晴
（
ベ
ル
ギ
ー
）
も
お
す
（前略）○仏国古諸侯の由旧知［旧領地］ベルヂー住のモンフランと申もの来り、一一一年前江戸ミニストル館［文久元年、フランス公使館］に
も
っ
て
色
⑧
こ
み
めんご
こ
れ
あ
り
そ
う
ろ
う
住居ありし縁を以、今般渡来を間込、出府いたし、面晤［面会］の申入有之侯。
か
つ
こ
く
ぜ
こ
れ
あ
り
た
Ｂ
し
ん
へ
ん
面会せし処、御国の義賞賛、且御国是［国の方針］｜定有之度針廷［あやまりを正す］の》輌談有之侯。
（七月）
し
ゅ
う
う
廿日午晴、陰雲、午下驍雨［にわか雨］
，
１
。
」
う
ら
よ
う
○一昨来りしモンフラン来り、御国威更張
と
く
う
げ
に
ま
わ
た
ち
演述‐し、篤と勘考の上決答承り度旨申聞る。
マ
マ
同人従者賢二［ケン］なる４℃のより、楽太
お
と
り
む
す
び
［盛んにする］の基礎とＩして、ベルヂー国と条約御取結、親睦交接有之べき趣、御為筋の語を懇々
は
江
８
け
ゆ
う
ぜ
い
［水口叩楽太郎］新聞を得て咄し聞る。合考するに、果してベルヂー国のため遊説者流なるべし。
(12）１７１
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
この文章を読むと、モンプランはわざわざベルギーから柴田らに会うためにパリにやって来たことがわかる・
この日、モンブランと柴田とのあいだで、激しいことばのやりとりがあったのであろう。このころモンプランは、イギリスに来てい
る薩摩人とも交際があり、パリにおいて薩摩の物産を博覧会場に出品する計画が進行中であった。
その後しばらくモンブランは、柴田の寓居をたずねることはなかったが、一一カ月ほど経ってふたたび会いにきた・
このときかれは薩摩藩の世話役となったことを得得として語ったようである。
モンブランは九月一一十一日（八・一一）にもやって来たが、柴田は不在であったのでむなしく帰って行った。
い
き
ど
お
翌日、ふたたび柴田をたずね、例の》」とく自説を開陳するのだが、このとき柴田は不快と憤りをおぼえたようである。かれはモンプ
ぐ
ぶ
つ
ランを信用せず、｝」のベルギー貴族は愚物でかつイカサマ師であるとおもった。
（八月）
一
二
日
未
晴
せ
つ
Ｂ
わ
由
ふ
ふ
ん
じ
０
グ
さ
ふ
じ
つ
モンプラン来り、自街の語切に極ろ。遂に不急の辞気［いきどおりのことばつき］あり。其人物愚詐［おろかでうそつき］に帰す。不ｎ口［そ
か
へ
り
ば
ん
る
い
のうちに］居城の地［ベルギーのインゲルムンスター］へ帰候趣なり。｜の煩累［わずらわしいかかりあい］を除去す。
お
白
シーポルト、モンプラン、尋問し来り、シーポルトは、仏商民会社を立、［ロ本へ渡し置の策を、当国帝［フランス皇帝ナポレオン一一一世］へ建
ら
じ
ゆ
つ
議せんと欲するにより、同意有之度旨を總述［こまごまと述べる］し、モンプランは、過日の話を続き、ベルヂー結盟の議を［塩田］｜二郎迄再 まで
一一一演述して帰りし」曰。
（十月）
六
日
酉
薄
晴
（
七
月
）
廿
八
日
向
晴
ク
キLi
4l
170（13）
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
か
ら
、
雌
柴田はふんまんやるかたなく、話の途中で恒
健次郎を招き、こっそり情報を得ようとした。
を懇望し、薩摩人三名（橋直輔Ⅱ＋
に
い
る
助Ⅱ本名・新納刑部久脩－１家老）
十一一月四日（一○・一七）の夜、オランダから帰国の途についた幕葛生の津田真道と西周助は、ベルギーを経てパリにいたり、「グラ
ントテル」に止宿するのであるが、モンブランに案内されて柴田の寓居をたずねた。
肥田が斎藤から聞いた話では、当人は薩摩人の通訳となり、またモンブランは薩摩人がいるロンドンまで出かけ、世話人となること
懇望し、薩摩人三名（橋直輔Ⅱ本名・村橋直衛１１御小姓組番頭、上野良太郎Ⅱ本名・町田民部１１大目付、開成所学頭、石垣鋭之
Ⅱ本呂・編孵刊部久脩１１家老）をパリに連れてきたという。
か
れ
こ
れ
た
じ
（前略）○ベルヂー国モンプランなるＪもの久々にて来り、薩人のため彼是周旋当節多事［このごろ忙しい］の旨、其他薩産物を展観場へ御国
た
ば
ね
ど
う
ぜ
ん
産物へ束て出し候方可然趣、薩人の意は云々等の義、傲然［おごり高ぶって］申出ヲ①。
て
が
か
ば
か
り
○浜五郎手限りにてケンなるものを招き、雑話偵探せしに、同人は薩人に雇はれ通弁をなし、［口々弐円許の手当を申受候由、モンプランは薩
ま
で
せ
つ
も
と
拡
り
で
で
つ
れ
こ
し
人英国旅亭迄出向き、切に求て周施人と成、此度薩人一二名（橋本。上野・石垣）を当府へ連越候旨。
十
八
日
酉
陰
、
夕
前
よ
り
雨
（オランダ）
今暁、浜五郎、苛蘭へ再度出立す。昨夜Ｌ
お
も
む
Ｂ
来りし』曰、一両日同ホテルに滞在の趣なり。
（十月）
これまでのいきさつから、柴田になにか含むところがあり、この曰の宣戦布告となったもののようだ。
やるかたなく、話の途中で退席してしまった。その後肥田浜五郎は、モンブランの話の真偽をたしかめるために斎藤
マ
マ
土
ま
た
歯
昨夜十二時前、蘭より帰途の由、津田晋一・西周、プラントホテルより偶ごモンブランの案内を得て尋問’し
(14）１６９
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
駅ラォータルー駅か）には、長崎にいるグラヴァーの兄が出迎えてくれ、やがて一同馬車にのると、「ケンジントン・ホテル」
（肥）
（「ケンジントン・パレス・マンションズ」？．）にむかい、その宏壮なホーナルに旅装を解いた。
のちかれらはホテルを引き払い、ケンジントン公園の北側に位置するベースウォーター街にアパートをみつけ、そこに移ると、女中
をやとい、さらに語学教師について英語の勉強をはじめた。
薩摩の若者たちが、ロンドンで暮らしはじめ一カ月半ほど経った八月九日（六・’八）の午後八時ごろのことである。□－－１という
フランス人と、斎藤健次郎と名乗る日本人が突然たずねてきた。
薩摩の留学生らは、夕食後くつろいでいるときに、何の前ぶれもなくやって来た同胞をみて、少なからずおどろいたにちがいない。
八時ごろ着いた。
一行は大目付・新納刑部（久脩）、町田民部安
目的地はイギリスであり、薩摩を出帆して約ニカロ
（Ⅳ）
船「デルファイ」号は、サザンプトンに到着した。
同
日
の
午
前
十
時
ご
ろ
、
｜
同
上
陸
す
る
と
港
に
ち
か
胚
一八六五年四月十七日（元治一一・｜｜｜・一一二）の朝、長崎のグラヴァー商会の持船「オースタライエン」号に乗った薩摩藩の密航留学
は
し
ま
生らは、羽島浦（現・鹿児島県串木市羽島にある漁港）よりヨーロッパーの途に上った。
｜行は大目付・新納刑部（久脩）、町田民部（久成）、五代才助（友厚）、松木弘安など、総数十九名からなっていた。かれらの最終
目的地はイギリスであり、薩摩を出帆して約一一ヵ月後の同年六月一一十一日（慶応元。五・一一八）の朝、一行をのせたＰ＆Ｏ汽船会社の
どは薩摩人に接近して事を図ろうとするのである。
モンブランは、池田につづいてフランスにやって来た柴田日向守にも近づき、いろいろ建築するが容れられないばかりか、斥けられ
し
り
ぞ
た。ここにおいてモンブランの画策はすべて水泡に帰し、幕府は頼むべからずと憤ったかとおもわれる。
折からロンドンに薩摩人が来ていることを知ったモンプランは、ふんまんのはけ口として、また己れの虚栄心をみたすために、こん
金谷月）
同十八口］
快
晴
｜同上陸すると港にちかいホテルで休息し、
五時半の汽車でその日のうちにロンドンにむかい、英都には午後
168（15）
をいだいたかもしれない。
斎藤がイギリスにやって来たのは、もちろんモンプランの意を受けてのことであろう。おそらく主人から、こんどイギリスにやって
きたサッマ侍の渡英の目的や企図や商取引の可能性について探るよういわれて来たものとおもわれる。
ロニーと斎藤は、ベースウォーター街の薩摩人の住居でかれらと会ったとき、二時間ほど歓談に興じ、そのあと「ケンジントン・ホ
（四）
テル」に泊っている新納や町田らをたずねている。》」のときどのような会話が行なわれたものか不明だが、夜も十時をすぎておればぁ
東洋学者のロニーは、斎藤をともない何の目的でわざわざロンドンまできたのであろうか。ロニーは、外国奉行竹内下野守がひきい
る文久使節団が一八六一一年四月フランスに来たとき、その接待係に任じられたことがあったが、日本学者として、学問上薩摩人に興味
（別）
を△もちだした。
薩摩側が富国強兵、殖産興業の振興全
術策は、はじめて功を奏したのである。
’八六四年（元治元年）、外国奉行池
そのとき反幕的な諸大名を倒し、政権一
テ
ル
」
に
泊
っ
て
い
る
新
納
や
町
田
ら
を
」
いさっ程度でおわったかもしれない。
幕府側への接近にことごとく失敗したモンプランが、つぎにねらいをつけたのは薩摩藩であった。
一八六五年八月初旬、モンブランは秘書の斎藤をともないロンドンにおもむくと、新納や五代らとはじめて会い、貿易商社設立の話
こ
ろ
い
う
ひ
と
マ
マ
て
水曜日毎之通り読書夕八時比二仏蘭西之「ロニー」卜云人井二才藤健次郎と云人両人同道二而入来被致候此斎藤氏ハ本と熊谷之産
つれ
二而故有て懇意之仏人二万事頼込ミ四年前二横浜より乗船二相成候由「ロニー」ハ全体ニ我国之学文ヲ好ム人物二て大略日本語も通し
ゆ
え
あ
り
十時比「ケンシングトンホテル」の方江両人共二被往侯（「畠山義成洋行ｎ口記」）
注・原文には句読点がない。
殖産興業の振興を図るためにも、
外国奉行池田筑後守の一行がパリにやってきたとき、モンブランは池田から日本の形勢について聞かされ、
倒し、政権を一つにするよう進言した。かりに幕府にその力がないのなら、フランス皇帝を説得し、幕府に
モンプランの提案は願ったりかなったりであった。ここにおいてモンブランの
(16）１６７
人コー、、ラ…、Ｊ人杣へ．一
畔Ｉ村にむかった。
、←」犯エゴ時、インゲ卵
方れ、夜大勢の来壱
ン藤十五［ロ（七・一
讃十六日（七・一
峰都到着は大いに』
べ
十五日（七・二六）、旱
十六日（七・二七）、午
都到着は大いにおくれた。
大陸旅行に出発した。
池
田
使
節
は
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
説
に
賛
同
し
、
帰
国
後
そ
の
こ
と
を
要
路
の
人
々
に
説
い
た
が
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
疎
外
さ
れ
た
。
結
局
、
幕
府
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
力
を
借
り
る
こ
と
な
く
兵
制
を
改
革
し
、
仏
公
使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
よ
り
三
兵
伝
習
の
教官を招へいした。ここにおいてモンブランは、幕府は頼りにならぬと痛感し、憤った。
｜方、新納や五代は、ロンドンにおいて外務次官のハモンドや海軍提督某などといろいろ意見を交換し、またマンチェスターやバー
ミンガムといった工業地帯を視察し、藩庁のために木綿紡織機械、鉄砲を数千挺、洋書などを購入した。
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
モ
ン
ブ
ラ
ン
と
の
会
見
で
、
貿
易
会
社
設
立
の
予
備
交
渉
が
な
り
、
具
体
的
に
契
約
を
む
す
ぶ
用
件
が
生
じ
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
視
察
し
た
い
と
い
っ
た
希
望
も
あ
っ
た
の
で
、
新
納
と
五
代
は
、
堀
孝
之
（
長
崎
人
、
英
語
通
弁
）
や
イ
ギ
リ
ス
人
の
ホ
ー
ム
や
ジ
ョ
ゼ
フ
を
と
も
な
い
、
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
、
と
も
い
っ
た
。
一
行
五
名
は
、
一
八
六
五
年
九
月
十
三日（慶応元。七・二四）ドーヴァ港を出帆し、イギリス海峡をわたり、対岸ベルギーのオーステン
デ
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
北
北
西
二
五
キ
ロ
に
あ
る
港
町
）
に
着
い
た
。
オーステンデは北海に臨む海岸保養地でもある。一行は同夜、海岸に数軒あるホテルのひとつで一泊した。翌十四日（七・二五）、
モ
ン
ブ
ラ
ン
が
迎
え
に
き
た
。
午
前
十
一
時
ご
ろ
、
一
行
六
名
は
汽
車
で
オ
ー
ス
テ
ン
デ
を
出
発
し
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
城
（
館
）
が
あ
る
イ
ン
ゲ
ル
ム
ン
ス
タ
十
七
日
（
七
・
二
八
）
、
こ
の
日
は
日
曜
日
に
つ
き
、
市
街
を
散
策
し
、
夜
に
な
っ
て
芝
居
見
物
に
出
か
け
た
。
（皿）
インゲルムンスターにはすでに汽車が通っていたらしい。同地に着くと、モンプランの家族に出迎えられ、しきりにＪもてなさ
の来客とともに食卓についた。
早
朝
、
薩
摩
人
ら
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
狩
猟
地
で
鳥
打
ち
な
ど
を
し
た
。
午
前
十
時
前
、
｜
同
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
城
を
出
る
と
、
汽
車
で
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
む
か
っ
た
が
、
乗
り
つ
ぎ
の
汽
車
が
お
く
れ
、
首
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十八日（七・一一九）、一行は汽車工場や博物館を見学におとずれているが、その場所はどこなのか、特定できない。
十九日（七・一一一○）、午後二時ベルギー外務省をおとずれ、外相と面会し、国内の諸工場を見学することについて話しあった。帰途、
ジ
ャ
ル
ダ
ソ
０
ボ
ク
ニ
ッ
ク
ガ
ー
ル
・
ア
ユ
、
ノ
ー
ル
動物園や植物園（北駅にちかい）などをおとずれた。
五代は「廻国日記」の中で、その訪問記をつぎのように書きしるしている。
した。一一十一一日（八・一一一）、この日は平日であづたが外出せず、貿易や富国強兵の策などについて語り合い、夜市内の散歩に出かけた。
一一十一一一日（八・四）、薩摩Ⅱベルギー商社の件で、モンブランとのあいだで内約書を作成した。
二十四日（八・五）、この日は日曜日であった。午後四時、皇太子（プラパント公爵）と会ったが、懇切な扱いをうけた。
一一十五日（八・六）、五代は朝散歩に出かけ、午後四時ごろ博物館を見学におとずれた。夜七時、汽車でブリュッセルを発ち、リェ
ージュ（ブリュッセルの東南東九○キロ）にむかい、午後十二時まえにホテルに到着した。
二十六日（八・七）、貨幣用のニッケルを作っている工場、蒸気機関を用いてコークスを作っている工場、砲弾製造所、機関車工場
などを見学したのちホテルにもどった。夜、大砲製造家の訪問をうけた。
二十七日（八・八）、早朝、川船にのりムーズ川を下って製鉄所（ジョン。コッヶリル社か）を見学におもむいた。ムーズ川中流南
岸は、鉄鋼やガラスエ業がさかんであり、五代は製鉄所を見て、その規模の大きさに驚いている。
九月一一十日（八・｜）、午前中、病院（救貧院、養老院なども備える）などを見学におとずれ、夜は曲馬を見に出かけた。
一一十一日（八・一｜）、早朝よりワーテルローの古戦場見学に出かけ、夜外務次官と貿易商社設立について相談したのち、夕食を共に
そ
の
ば
か
な
り
ふ
せ
い
に
あ
わ
ず
ず
さ
か
ん
迭
此ユゴ雌争卜国は英仏其外に比すれば最小国也と云へとも国中富盛にして此一一館［動、植物園］も小国二不似合盛るもの也
(18）１６５
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
に械
第第こま、第Ｊ１
七三れ允武一ｃ
カカを有器カミ
条条助益を条１
１１けな製ｉＤ
；；てヨ借：言
一八六五年十月十五日（慶応元。八・二五）、ブリュッセルにおいて、新納・五代はモンプランとの間で、貿易商社設立の十二ヵ条
からなる契約書を取りかわした。ベルギー側からはモンプランとその秘書の斉藤、エドワード。デンレルとアルソル・レーーースらが証
人として出席し、薩摩側からは上記二名のほか、通訳として堀孝之が出席した。
そのうちの主な条項について述べると、つぎのようになっている。
す
ず
第一カ条…・・・同商社によって、ヨーロッパ人とともに薩摩領にある、金・銅・鉄・錫・鉛などの鉱山をひらく。または各種の製造機
械、武器を製造し、または絹・綿・茶・ろう・タバコなどをつくる諸機械を組み立てる。
また有益なヨーロッパの産物を輸入し、国を豊かにするのに必要な機械を製造する商社を設けるために、モンプランと契約し、かれ
に
こ
れ
を
助
け
て
も
ら
う
。
利
益
は
き
ち
ん
と
計
算
し
、
分
配
す
る
。
新納、五代らはベルギー滞在ちゅう、土地風俗ばかりか、製鉄所・ガラス工場はじめとする各種工場や近代的な諸機械などをまのあ
た
り
に
す
る
の
だ
が
、
ベ
ル
ギ
ー
が
重
工
業
の
盛
ん
な
国
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
（躯）
ヨーロッパでは、産業と商業が、国家繁栄の基礎になっていることを身にしみて感じた五代は、商社設立への意欲をいっそうかき立
二十九日（八・一○）、
いっしょに夕食をとった。
てられた。
第七カ条……琉球国内の十八、運天・名瀬の三港をまず開き、商社が大きくなるにつれて、
第九カ条……キリスト教をひろめてはならない。またアヘンの輸入を禁じる。
二十八日（八・九）、早朝汽車にのると、シント・アンドレという所に出かけ、そこにある製紙工場を見学した。
二十九日（八・’○）、午前中に小銃や大砲を作っている工場などを見学した。夜、モンブランの友人と称する者がやって来たので、
れを助けてもらう。利益はきちんと計算し、分配一
三カ条……利益は商社の出来高によって分配する。
お
よ
び
く
ら
く
ら
べ
Ｂ
お
ど
ろ
く
べ
８
北
Ｕ
此館中二は鉄石及石炭を産し天然備わる之土地にして英中［イギリス中］二も是二可比大なるはなし、可驚製鉄所也
さらに港をひらく。
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第十カ条……一八六七年にパリで開催される万国博覧会に国産の良品を出品したければ、商社またはモンブランに依頼する。
（鋼）
一行は、十月一一十一一日（九・一一一）の早朝、リェージュのホテルを出ると、汽車でヴルヴィェ（リェージュの東一一一○キロ）にむかい、
そこにある毛織物工場を見学したのちプロシアに入り、そのあと、オランダを経て、十月三十一日（九・一二）の午後、ふたたびベル
ギーにもどり、港町アンベルス（ブリュッセルの北四七キロ）において、夜モンプランと再会した。
その後、新納と五代らはリエージュを再訪し、さらにナミュール（ベルギーの中南部、ブリュッセルの南東六二キロ）よりフランス
にむかい、十一月十二日（九・二四）の午後パリに着き、「グラントテル・デュ・ルーブル」に止宿した。
パリにもどった翌々日の十四日（九・二六）、一同ひさびさにモンブランと会い、諸件について相談した。
新納らはパリに来てから、モンプランとの交際がひんぱんとなる。
＋上ハ日（九・二八）、午前中は街を遊歩し、午後にはロテル・デザァンヴァリッド（廃兵院）を見学におとずれ、夜モンプランとと
十六日（九・二八）、午
もに市内見物に出かけた。
二
十
一
日
（
一
○
曲
事務局におもむいた。
翌日、病んでいた新納は、モンブランにともなわれて医師を訪ねた。
十一月十八日（’○・一）、パリ万博への出品やその他の案件についてモンブランと話し合った。
十九日（’○・二）、この曰は日曜日であった。夕方、新納と五代らはモンプランの招待をうけレストランにおもむき、その帰途、
同人の案内で妓楼にあがり、十二時すぎホテルにもどった。
二十日（一○・三）、動植物園を見学、夕方モンブランがやってきた。
二十一日（一○・四）朝ロンドンより出水泉蔵（松木弘安の変名）がパリにやってきた。午後、五代らはモンプランとともに万博の
た
。 二十二日（一○・五）、モンブランの来訪につづいて、ロニーがやって来、雑談したのち帰って行った。斎藤は肥田浜五郎と面談し
二十三日（一○・六）、モンブランがやって来、諸件について話し合った。ロニーもやって来たので、いっしょに夕食をとった。そ
(20）１６３
人両人は「グラントーー
昨ランの》朱内をえて、陸
と粕一一人の幕生は、パ、
万五日二○・一八）
ンモたたび歓談に興じた。
族讃八日（一○・二一）
峰とともにパリの諸所一
べ
十五日（一○・一寺
おもむいた。
た
。
のあと同人の案内で観劇におもむいた。
二十四日（’○・七）、モンブランが
十一一月四日（’○・一七）、一八六一一一年十一月初旬以来、ライデン大学のフィッセリング教授の自宅において、週二回講義をうけて
いた幕生の津田真道と西周助は、帰国の途につくべく、ベルギーを経てパリにやってきた。
両人は「グラントテル・デュ・ルーブル」に旅装をといた。同ホテルにはたまたま五代ら薩摩人も止宿していた。津田と西はモンプ
ランの一条内をえて、柴田一行が暮らすジャン・グジョン街の住居をたずねたが、柴田に会うことはできなかった。
二人の幕生は、パリに滞在した約十日間、ひんぱんに五代ら薩摩人やモンブランと交わるのである。
五日（’○・一八）、五代は津田・西らと会い歓談した。夜、モンブランがやってきた。翌六日、五代は、幕生らの訪問をうけ、ふ
二十六日（’○・九）、日曜日。モンブランがやって来た。夜、街中を散歩した。
二十八日（一○・一一）、午前中は買いものをし、午後モンブランの案内で新聞社を三社見学した。
その後もモンブランは毎日のように薩摩人のもとにやって来た。
十五日（一○・八）、この日もモンブランがやってきた。諸件について話し合った。夜、ロンドンに戻る出水泉蔵を駅まで見送っ
＊ ・一二）、五代らはモンブランの招待をうけ、レストランでともに食事をした。十一日（一○・一一四）、五代は津田・西ら
の諸所を見学し、夜モンブランを招いていっしょに食事をし、六○○フランほど散財した。
○・二八）、夜津田と西は薩摩人の見送りをうけながらパリを発つと、マルセーユにむかった。
モンブランがやってきた。夜新聞記者の訪問をうけ、いっしょに夕食をとり、そのあと同人の案内で観劇に
162（21） 
十二月十九日（一一・二）、新納一行は汽車でパリを発つと帰途につき、同日の午後二時イギリス海峡をわたり、翌一一十日（一一・
三）の午前八時ごろ「ケンジングトン・ホテル」に帰着した。
ここに三カ月余りにわたる新納一行の大陸旅行はおわった。
翌一八六六年一月十八日（慶応元。一二・二）、五代は通弁の堀孝之をともないロンドンを出発し、パリにおもむいた。パリには四
（刎）
日滞在するのだが、その間にモンプーブンと会い、商社設立に関してさらに協議をかさねた。
その後、五代と新納は、同年二月上旬三たびパリにおもむくとモンプランと会い、先にブリュッセルにおいて取りかわした商社設立
このときの契約の変更、増補は、日本製品をつくるための諸機械をヨーロッパから輸入することに関するもので、それらは、砂糖・
製糸・木綿・麻・真綿・ろうなどをつくるための蒸気機械であるとか、修船用の機械などであり、早々に発注し、製作に取りかかるよ
し
ゅ
ん
せ
つ
また日本国内の情況をみて、大坂に動物園をひらき、凌喋機（大坂の川堀の土砂を取りのぞくための灸□の）や蒸気船を輸入したり、
大坂と京都間に鉄道と電信をすみやかに敷設したいといった希望をのべている。
こ
め
つ
き
さらに来年早々にでも開きたいのは、造船所であり、武器（小銃、大砲）工場やブランデー工場などを創設し、米搗機械やのこぎり
機械などを輸入したいとしている。また金・’銀・銅・錫・鉛など鉱物の開発については、商社設立の盟約がなったら、土質学の専門家
（妬）
をやとい、国内を調査させ、その場所に見あった業をひらかせる、という朱。のであった。
これらの発注覚書は、先にモンプランとの間でむすんだ商社設立の契約項目をさらに煮つめたものであり、’八六六年二月七日（慶
応元。一二・二一一）パリにおいてモンブランとの間で調印された。
契約をむすぶさいに、新納と五代は変名をもちいた。前者の肩書は、「薩州欧行係書役」、後者は「右同全権」となっている。
（〃）
なお、両人はこのときモンブランに軍艦（一八五○トン、一二五○馬力）｜隻の発注も委任した。代金は、商社設立後、五年の分割払
うモンブランに依頼した。
その後、五代と虻（妬）
の契約を改訂した。
な
お
、
両
人
は
こ
の
と
き
モ
ン
ブ
ラ
ン
に
軍
艦
（
’
八
五
ｃ
‐
いとし、品物または現金で支払うというものであった。
(22）１６１ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
｜
方
、
日
本
国
内
の
情
況
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
慶
応
一
十月十五日（二・一一一）下関において長州の木一一
多事、財政難につき、その参加を得られなかった。
九
）
薩
摩
の
山
川
港
に
安
着
し
た
。
なる。
た
だ
よ
し
藩
主
島
津
忠
義
（
一
八
四
○
～
九
七
、
久
光
の
長
男
）
は
、
新
納
・
五
代
の
一
行
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
ち
ゅ
う
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
好
意
的
な
あ
っ
旋
を
多
（犯）
と
し
、
礼
状
と
商
社
設
立
の
内
約
を
承
認
す
る
旨
を
－
し
た
た
め
た
書
簡
を
か
れ
の
も
と
に
送
っ
た
。
そ
れ
を
や
さ
し
く
現
代
風
に
改
め
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
五
代
は
こ
の
こ
ろ
ロ
ン
ド
ン
よ
り
藩
庁
に
宛
て
て
十
八
カ
条
か
ら
な
る
建
白
書
（
日
本
の
文
明
開
化
を
促
進
す
る
方
策
を
の
べ
た
も
の
）
を
郵
送
し
た
。
かくして新納、五代、堀ら三名は、ヨーロッパ視察と商社設立の任務を一応おえたので、斎藤健次郎をともない一八六六年二月十一
日（慶応元・’一一・二六）マルセーユを出帆、帰国の途につき、慶応二年の正月をマルタ島で迎え、同年一一一月一一十五日（慶応一一・二・
契
約
、
い
ず
れ
も
相
違
な
く
、
そ
れ
を
肩
う
、
ひ
と
え
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
な
お
事
業
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
家
圭
慶
応
二
年
四
月
二
十
日
こ
の
た
び
家
老
で
あ
り
、
全
権
の
石
垣
鋭
之
助
［
新
納
刑
部
］
お
よ
び
蒸
気
船
の
指
揮
役
・
関
研
蔵
［
五
代
友
厚
］
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
歴
ち
ゅ
う
、
い
ろ
い
ろ
貴
殿
よ
り
親
切
に
さ
れ
、
国
家
を
開
化
に
み
ち
び
く
方
策
に
つ
い
て
教
示
を
え
た
、
と
わ
た
し
は
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
貴
殿
の
懇
切
は
、
わ
た
し
ひ
と
り
の
喜
び
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
の
す
べ
て
に
と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、
謝
意
を
表
し
た
く
お
も
い
ま
す
。
取
り
き
め
ま
し
た
契
約
、
い
ず
れ
も
相
違
な
く
、
そ
れ
を
履
行
す
る
た
め
に
、
こ
と
し
の
八
、
九
月
ご
ろ
使
節
を
派
遣
す
る
つ
も
り
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
た
ま
わ
り
ま
す
よ
日本国内の情況について述べると、慶応二年正月、薩長連合の密約がなり、薩摩は反幕へと傾斜してゆくのだが、五代は同年
日
（
二
・
一
一
一
）
下
関
に
お
い
て
長
州
の
木
戸
孝
允
と
会
っ
た
お
り
、
商
社
に
加
盟
す
る
よ
う
説
き
、
同
人
の
共
鳴
を
え
た
が
、
長
州
藩
は
内
外
コ
ン
ト
・
デ
・
モ
ン
プ
ラ
ン
閣
下 家
老
ら
の
誓
約
状
を
も
つ
松
平
修
理
大
夫書判
て代えます。
160（23） 
五代は帰国後、ヨーロッパから輸入した武器弾薬その他を諸藩に売り込んだり、朝鮮との貿易を画策したが、いずれもおもわしくな
かった。当時、国内ではイギリスとフランスの勢力が拮抗し、お互い対立関係にあり、親英派の薩摩は、フランス側の利益を代表する
モンプランとの関係を深める一方でイギリスとも親善を尽くさねばならず、苦しい立場にあった。結果において、藩の財政難やモンプ
（閲）
ランへの不信などによって薩摩とベルギーのムロ弁裏塞〈は適えるのである。
薩摩藩のパリ万国博覧会参加出品は、新納や五代がモンブランと商社設立についての協議の中から生まれたものである。新納らは一
八六五年十月十五日（慶応元。八・二六）、パリにおいてモンブランを藩の代理人に任以趣・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
ついで翌年十二月一日（慶応二。一○・一一五）付をもってモンプランは、薩摩の万博使節岩下左次右衛門の補佐役に任じられた。こ
れは岩下に代わって、いっさいの権限を行使することを意味してはいるが、岩下の承認が必要であった。
慶応一一年の十、十一月、二回にわたって計四○○箱余の荷を長崎から積みだした薩摩藩は、一八六六年十一一口勺エハ日（慶応二・｜｜・
一○）、万博便としてヨーロッパに派遣される家顧老・岩下佐次右衛門（方平）、側役格・市来万清および随員の
野
村
盛
秀
岩下方美（方平の子息）
白
川
健
次
郎
つ
堀孝之（通弁）
同
ホ
ー
ム
烏丸啓助（大工）
イ
ギ
リ
ス
人
ハ
リ
ソ
ン
み
の
尤
簔
田
新
平
渋
谷
彦
助
岩
下
清
之
丞
（モンプランの私設秘書・斎藤健次郎）
(24）１５９ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
とる１
－A－1１アー。■、〃
ｌ
琉
球
国
王
の
使
節
・
と
し
て
、
パ
リ
に
き
て
い
テ
ら十二名は、この曰イギリス船に乗り鹿児島を出帆した・岩下一行は、’八六七年一一月乢型（慶応一一・一二・一一一○）マルセーユに到着
すると、モンブランの出迎えをうけ、直ちに「グラントテル・ノアイュ」に入った。
（鋤）
そして一一日後の二月六日（’。一一）、パリに到着した。モンブランは、岩下一行がマルセーユに到着したとき、ベルギー外務省の総
事務長のランベルモン男爵に書簡を送り、琉球王の全権大使岩下の到着とかれがベルギー国王宛の書簡を持参していることをつたえた。
それに対してランベルモン男爵は、琉球王の使節を歓迎する用意があること、この使節が託されている目的や性格などについての情
報にひじょうに関心をもっている、と述べている。（一八六七・二・’二付、モンブラン宛書簡）。
さらにモンブランは、パリからベルギーの外務大臣シャルル・ロジィエに宛てて書簡を書き送っているが、その中で「九州の国王
［島津］は、ベルギーの国王陛下と直かに交ぎをむすぶことになったので、大使閣下［岩下］は公式にブリュッセルにおもむきたいと
おもっています」と述べたあと、「日本連邦の中に加わっていない琉球は、パリ万博会場に別個の特別な区画をもっております。そし
コ
ミ
セ
ー
ル
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
て総事務長といったわたしの肩書は、当初認められなかったのですが、きょう正式に認められました」と記している。
’八六七年にパリで開かれた万国博覧会において、モンブランは薩摩藩の総事務長として大いに尽力したのであるが、やがて幕府の
万博使節として徳川民部大輔昭武の一行が、岩下一行より一足おくれてパリにやってきた。
公子一行のマルセーユ到着は、’八六七年四月一一一日（慶応一一一・二・二九、横浜を出帆して四十八日目）のことだが、出迎えのフリュ
ーリ・エラール（日本総領事）や博覧会のことで先発していた外国局の属僚たちから、大いに憂慮すべきニュースを耳にはさむのであ
し
て
、
パ
リ
に
き
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
カ
ー
ル
かれらはあまつさえ琉球国産物陳列場の一区を借ｈきつけ、「琉球王国」の掲額を出し、
１－１丸に十字の国旗（島津家の家紋）。
それは薩摩藩の者が、
158（25） 
（鋼）
をかかげている、という話であった。
代表とその件で談判するつもりであった。
訪れると、向山に面会を求めた。
セップス伯は、四月二十一［
し、それが受け入れられた。
の肩書を名刺に刷ったモンブランは、昭武の旅宿（キャプシーヌ大通りの「グラントテル・ド・パリ」、「グラントテル」ともいう）を
「九に十字の旗章」
をかかげたばかりか、
このとき向山は不在であったので、翌日会う約束をとりつけた。
そのとき日本領事のフリューリ・エラールも立ち会わされるのだが、向山は語気をつよめ、モンブランの役名のことから詰問した。
モンブランは向山の抗議に服することなく、言い返し、会見は物別れになった。
博覧会場における薩摩側の偽称（琉球王）と陳列方法をめぐっての幕府との悶着に苦慮した日本出品取扱い委員長のジャン・ド。レ
セップス伯は、四月二十一日（一一一・’七）自宅（モンタニュ街二十六番）において、幕府と薩摩の両代表が会って話し合うことを提案
ツプス伯と外務省の役人ドナの二名が出席した。
プ
ラ
カ
ー
ル
幕府側がいちばん問題にしたのは、薩摩があたかも独立国であるような印象を抱かせる掲額をかけた｝」と。
ｌ
琉
球
王
国
の
博
覧
総
事
務
長
．
四月十一日（三・七）、両
同月十九日（三・一五）、
このことは日本政府を代表すゑ幕府の権威をないがしろにしたもので、国体にかかわる大事件であった。
ち
ゅ
う
さ
つ
か
ず
ふ
み
フランス駐罰公使として昭武に随行している外国奉行の向山隼人正（｜履、黄村）は、これに大いに驚ろき、パリに着いたら薩摩の
薩摩側からは、岩下佐次右衛門とモンブランら三名、幕府側からは支配組頭田辺太一と山内文次郎（通訳）、また調停役としてレセ
出
品
目
録
に
昭武の一行はパリに到着した。
弍宕ｂに、
(26）１５７ 
」人から出品するか些
躰双方の主張か壷
と柏日本政府（幕｛
方Ｉ対群政府・
ン鐸とし、薩摩側は、
讃
ｌ
震
太
守
《
峰とし、それを「［
べ
を取りかわした。
と
し
た
た
め
、
の
名
義
で
参
列
し
た
こ
と
な
ど
が
問
題
に
な
っ
た
。
って逃げた。
ｌｌ薩摩大守の政府。
それに対して岩下は、
田
辺
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
。
それに対して岩下は、なにも知りません、万事モンプラン伯が一手に引きうけてしたことで、当方のあずかり知らぬことです、とい
四
月
一
日
の
開
場
式
の
さ
い
に
、
薩
摩
の
代
表
が
、
アンパサドウール
「
琉
球
王
大
使
」
「琉球国陛下松平修理太夫源茂久」
「丸に十字の旗章」も取りのぞき、「松平修理太夫」の名で出品すること。
「琉球」の二文字を取ること。
》
か
た
ち
で
な
け
れ
ば
、
承
服
で
き
な
い
、
と
回
答
し
た
。
狸
か
ら
、
事
態
の
収
拾
は
あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
協
議
を
こ
ら
し
た
す
え
、
（幕府）の出品物は、
「日の丸」
｡ の政府。
の旗の下に記すことで、｜応双方、合意し、証書（「モンブラン伯と大君の使者とのあいだで調印した議定書」）
つ
ぎ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
で
話
は
落
ち
つ
い
た
。
156（27） 
しかし、ことは双方が合意した証書を取りかわすだけでおさまらず、翌四月一一十二日付のパリの有力紙（『フィガロ』『デパ」『ル・
（狐）
タ
イ
ク
ン
タン』『プテイ・ジュルナル』など）は、日本がプロシアのように連邦制をとり、大君というのはそのなかの有力な一王侯にすぎず、薩
摩大守やそのほかの諸大名とおなじように独立した領主であり、大君といえども単に大名と同格である、といった論調の記事をのせた。
日本の国体にかかわる、このような重大な情報を各紙に流したのはモンブランであった。そのため田辺は薩摩との談判のさいの責任
日本の国体にかかわる、このような重一
をとらされ、本国に召換になるのである。
かっていない。
岩下らは約束した産物の見本を日本から持参しなかったために資金がなかなかあつまらず、機械類を求めようにも高価であり、輸送
もむずかしく、またそれらを発注しても引きうけ手がなかった。そのころ薩摩使節は、経費に不足し、巨額の借金をするほど、財政的
（鍋）
危機に陥っていたらしい。なぜなら博覧会に出口叩するまで何かと金がかかり、さらにモンプランより、小銃五○○○挺、大門一一○門、
軍服などの購入、さらにフランス式兵式の採用、フランス人教官の雇用などを強要されたため、いっそう資金不足を来たしたからでぁ
（鍋）
る。そ》」でとりあえず小銃と大砲を購入する仮契約をむすんだ。
小銃のみは、藩のほうで代金を調達し、購入することにした。
一八六七年八月一一十八日（慶応一一一・七・一一九）、岩下ら万博使節一行は、モンブランと陸海軍士官各二名、鉱山技師二名、商人二名、
従者一名をともなって、マルセーユを出帆し、帰国の途についた。岩下らを乗せた船が上海に着いたとき、五代や田中盛明らに出迎え
られ、同年十‐月十九日（九・二一一）長崎に到着した。
薩摩側は、モンブランの好計により、博覧会の事務当局に、幕府との関係において、その政治的独立をみとめさせることができた。
岩下らのパリ到着とともに、モンプランは商社設立契約の確認状を手わたされ、交渉をはじめるのだがその詳細については、ょくわ
マ
マ
【我㈲午》
卯十月八日方、岩下佐次右衛明（師）
連来候由、大邪魔ナル事ニテ侯、
②〃平）
盃
、
滴
）
い
こ
ぐ
マ
マ
マ
マ
岩下佐次右衛門・市来六左衛門夷国［外国］ヨリ罷帰侯、又同十一一一日方、長崎へ被差越候、仏国ノモンフラントヵィフ大寛被
(28）１５５ 
人
一
ｊ
］
ノ
０
１
ト
ェ
ー
「
躰地に連れて行く》
し』柏児島にむかい、一
方翌九日（一○
ン鐸は滅亡－し、形勢匹
識しかし、幕軍，
峰ンプランに通告｛
ベ
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
地
に
連
れ
て
行
く
こ
と
を
許
さ
ぬ
、
と
い
っ
た
長
崎
奉
行
（（Ⅷ） 
児島にむかい、モンプラン壱らは田の浦に宿泊した。
（”） 
信用Ｉしていなかった。
し
か
し
、
す
で
に
薩
摩
藩
に
と
っ
て
モ
ン
プ
ラ
ン
は
、
歓
迎
し
た
く
な
い
、
邪
魔
な
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
親
英
政
策
を
採
り
つ
つ
あ
る
薩
摩
藩
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
対
立
関
係
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
モ
ン
プ
ラ
ン
の
話
に
乗
っ
て
し
ま
い
、
徐
々
に
深
み
に
は
ま
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
藩
の
大
勢
は
イ
ギ
リ
ス
び
い
き
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
雇
用
問
題
に
ふ
れ
、
こ
の
こ
と
は
対
英
政
策
の
変
更
を
い
み
す
る
の
か
、
と
た
ず
ね
た
と
き
、
新
納
は
旧
藩
主
島
津
久
光
の
と
き
か
ら
イ
ギ
リ
ス
式
の
兵
制
を
と
り
い
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
採
用
に
は
異
論
を
（弧）
唱一える者も多く、いずれかれらを本国に帰らせねばならないだろう、と答えた。
藩庁は、商社交渉の進抄状況や在英ちゅうの吉田清成、鮫島尚信、森有礼、市来和彦、畠山義成ら留学生の建言を考慮し、モンブラ
ンとの関係を絶つ方向にむかいつつあった。在英留挙庄一たちは薩摩藩に対するモンプランの肩入れにはじめから疑惑をいだき、かれを
ま
た
真
偽
の
ほ
ど
は
わ
か
ら
な
い
が
、
モ
ン
プ
ラ
ン
は
長
崎
に
到
着
し
た
と
き
、
横
浜
鎮
港
使
節
の
副
使
と
し
て
パ
リ
に
や
っ
て
来
た
と
き
面
識
を
え
た
河
田
相
模
守
（
熈
）
と
再
会
し
た
。
河
田
は
当
時
長
崎
奉
行
で
あ
っ
た
。
翌九日（一○・一四）、長州藩にも討幕の密勅がく
滅
亡
し
、
形
勢
は
に
わ
か
に
変
わ
り
王
制
復
古
と
な
っ
た
。
しかし、幕軍と一戦を交える》
プランに通告案を起草させた。
（蛆）
河田は幕府の高い地位をあたえる》」とを条件に、モンプランを薩摩から引きはなそうとしたが、この試みは失敗におわった。
一
八
六
七
年
十
一
月
八
日
（
慶
応
三
・
一
○
・
一
三
）
、
薩
摩
藩
に
討
幕
の
密
勅
が
く
だ
っ
た
。
こ
の
日
、
岩
下
・
新
納
ら
は
、
外
国
人
を
開
港
場
以
外
の
に連れて行くことを許さぬ、といった長崎奉行の反対を無視して、新たに購入した春日丸にモンブランらフランス人一行を乗せて鹿
日（一○・一四）、長州藩にも討幕の密勅がくだり、時おなじくして慶喜は大政奉還を上奏、翌日許可された。ここに江戸幕府
（他）
幕軍と一戦を交える》」とを辞らぬ薩摩藩は、戦時における対外関係を顧慮し、新政府の成立を各国に通知する必要から、モ
藩主茂久が兵をひきいて上京するまえに諮問に応じ朝命をもって各国に布告すべき、左記のような意見書を提出した。
154（29） 
モンプランの意見書は、のちに寺島宗則によって手を加えられ、左記のようになった（尾佐竹猛『国際法より観たる幕末外交物語』）。
第一ケ条余は日本国の帝王である。大名はその領国の国主であっても、余の命令を聞かなくてもよい、というものではない。それなのに
徳川氏はみずから日本の国主であると唱え、外国と交際し、わが国体を大いにあやまらせた。
四三二三余は日本国皇帝である。大名は各領内の大守である。安
治を行ない、その決議を余に問い、そのあと布告する。
二
今
後
、
日
本
の
政
府
は
余
が
み
ず
か
濤
其
または議を経て伝えることとする。
四長崎・横浜その他の開港場は、これまで徳川氏の名をもって開いたが、これからは余の名をもって開くこととする。
右のように日本の政治は変革したので、わが国はこれまで以上に外国と親睦を計らねばならない。
日
本
政
府
右のとおり奉上いたしますが、いたずらに議を尽すことがな叱
力国語で文章をしたため、各国公使に布告すべきとおもいます。
各藩興廃ヲ共一一シ、得失ヲ等フセネペ
列藩交リヲ深クシ、位ヲ厚フスベシ。曰ｌ
｜
第一、一一一ケ条一一基キ公論ヲ尽シ、欧函
万事何事ヲ成ス一三、日本ノ国権政務ヲ成スベシ。
各藩興廃ヲ共一ラ、得失ヲ等フセネパナラン。
将軍職を免じる。
日本の政府は余がみずから執るので、わが国が報知しなければならない事務は、すべて余の名をもって布告することにする。伝達
いたずらに議を尽すことがないように、ご採用願います。事を談じるためにも英語。フランス語・日本語の三
曰
１
回
シ
バ
欧羅巴各国卜交Ⅱゾヲナスベシ。
それゆえ国政を行なうさいに、各藩の大名は京都におもむき、議事堂にあつまり政
モ
ン
ブ
ラ
ン
謹
ん
で
こ
れ
を
し
る
す
印
(30）１５３ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人 身を寄せていたようだ。
や
ま
ち
浜崎家は屋号を朱といい、島津家の御用をつとめる富裕な商人であった。海運業、貿易、造船などによって莫大な富をえ、その屋敷
（梱）
は御殿造りの堂々なる永□ので、歴代の藩主が長井や二月田の温泉に湯治に来たときは、同家に泊った。
藩庁は五代に命じて、モンプランを指宿の浜崎家に軟禁状態においたのは、モンブランが藩の親英政策に水をさすようなことをされ
藩庁は五代に命じて、（州）
て
は
困
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
慶応三年の十
そのころのモンプランについて知る古老（昭和六年七月、指宿町宮浜前・前田良吉八十六歳）の直話が残されている。
注・傍点の部分は、おおむねモンプランの意見書に基づいている。
い
ぶ
す
ぎ
｝」のころモンプランは、鹿児島の城下に住まわず、指宿村湊（鹿児島県南部）の回船問屋・浜崎太平衛（八世の弟弥兵衛の子）宅に
あ
お
む
か
さ
ぺつびん
何でも彼［モンプラン］は布団の上に仰向き大の字型に寝る人で、其の頃宋［浜崎太平次］の一族にハル子と一室ふ別嬢が（当時一一一十才位）居
か
い
ざ
？
く
そ
たが、其の女に向って「お前と寝よう」なんぞ譜譲を弄して居た然うで、彼を末に伴って来た人は五代友厚さんだったと聞いて居ました。彼
あ
（媚）
［モンプラン］は彼の当時、大部ながらくの間宋に一返留していた（宮里源之丞・沢田延音編「海上王浜崎太平次伝』昭和九年刊）。
第第第
＝￣ 
｝』Ｊ、
のた●●
第一朕は大日本天皇にして同盟列藩の主た●り。此譜［布告］を受くへき諸外国帝王と其臣民に対－）祝辞を宣ふ。朕将軍の権を朕に帰さん
ことを許すし、列藩会議を興し、汝に告らること左の如し。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ゆ
う
Ｉ
】
、
、
、
、
、
、
、
大日本の総政治は、内外之事共に皆同盟列藩の会議を経て後有司［役人］の奏する所を以て、朕之を決すべし。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
い
え
ど
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
条約は大君の名を以て結ふと錐も以後朕が名に換ふくし。是が為めに有司に命Ｉ）外国の有司と応援せしめん。其の未定の間は旧の条
約に従ふへし。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
朕国政を委任せつ（》将軍の職を廃するなり。
月、坂本竜馬・中岡慎太郎らが京都において暗殺され、翌十二月小御所会議において王制復古が宣言された。このこ
152（31） 
ろ京都の政治情勢はいちだんと緊迫の度をふかめ、旧幕府軍と新政府軍は、｜触即発の状況にあった。新納刑部は五代やモンブランを
（輪）
ともない、開聞丸で兵庫にむかい、’八六八年一月二十一一日（慶応一一一・一一一・一一八）兵庫に着くと、小豆屋助右衛門方に投宿した。
か
い
も
ん
モンブランといっしょに日本にやって来たフランス人たちの動向についてはわからぬことが多いが、鉱山技師二名は、薩摩領内の鉱
（灯）
山を視察したよ》っだ。
年が改まり慶応四年（一八六八）になると、朝廷側と旧幕府側の武力衝突は避けられぬ状況にまできていた。一月一一十七日（一・一一一）、
モンブランは危険を避けるために藩によって兵庫のイギリス副領事ジョン・フレデリック・ラゥダのもとに送られ、翌二十八日（｜・
四）大坂在住のフランス代理領事レックのもとに避難した。
このころすでに鳥羽・伏見の戦がおこっているが、二月四日（｜・’一）神戸事件（岡山備前藩士が神戸の一一一宮あたりで外国兵に発
（伯）
砲した事件）が勃発し、このときモンブーフンは五代に協力し、事件の収拾に尽したという。
つづいて二月八日（一・一五）、堺事件（土佐藩士がフランス軍艦の乗組員を殺傷した事件）がおき、一一一月一一十一一一日（一一。一一一○）に
は京都においてパークス英公使の襲われるといった事件が相次いでおこっているが、モンプランは当時外国事務局判事であった五代に
協力し、紛
こ
の
こ
ろ
一
白
山
このころ（和暦の二月）五代が書いたメモに、
あ
い
な
り
（鯛）
一白山［モンブーフン］儀、早々京師へ御召入相成、外国事情深々御聞被成度事。
とあることから、モンブランは新政府の外交顧問として活躍していたとおもわれる。
（印）
『中外新聞』第二十七号（慶応四・閏四・一一一一）に、
ご
も
ん
し
ふ
仏蘭西コウント・モンプラン、御門［皇居の門、ここでは朝廷の｝」と］の師傅［養育する役、ここでは顧問の意］となり永く京師に滞在すべ
マ
マ
き趣風聞あり。外国百般の事務すべて此人の裁断に出づ。威権其盛なりと云ふ。此人は仏国有名の博徒なり。
紛争の解決に尽したようである。
(32）１５１ 
ベルギー貴族モンブラン伯と日本人
このことから、モンプランは京都にあって、新政府の諮問に応じて、たびたびその意見を述べたものとおもわれる。
む
ね
江
り
江戸に在勤するレォン。ロッシュ仏公使に宛てて、新政府はモンプランをパリの日本総領事に任じる、といった通知を伊達宗城（一
（砲）
八一八～九一「伊予宇和島藩主）の名で出した。
（副）
といった記事がみられ、『江湖新聞』第十一集（慶応四・閏四・一一一一一）にも、つぎのような記事がのっている。
前文之通今日申渡侯間此段申入候巳上
し
ゆ
つ
ぼ
ん
つ
か
さ
仏人にコゥントモンプランといふものあり、両一二年前本国を出奔シ日本に来り某の諸侯二養〈れたりしが此節上京致、外国事務を司どり交際の
機
密
を
取
扱
ふ
よ
し
仏
国
公
使
於
仏
国
コ
ン
シ
ュ
ル
ゼ
子
ラ
ー
ル
仏
人
コ
ン
ト
デ
モ
ン
プ
ラ
ン
か
ね
て
（
ブ
リ
ユ
ー
リ
０
エ
ヲ
ー
ル
）
兼而於仏国徳川よりフリョリーェープール江右職堂工中付置候由之処此節国体復古政令従
朝廷出候一一付エラール義を指免右之通申付侯者也
慶応四年戊辰
月
十
日
一月十日
宇
和
島
少
将
日
本外
国
事
務
局
外
国
事
務
総
督
宇
和
島
少
将
150（33） 
モンプランが日本総領事（日本流にいえば〃日本公務弁理職”）に任じられたのは、新政府がその功労に報いたものであった。
やがてモンプランは大坂ＩＩＬ神戸間に電信を架設することを立案し、’八六八年十一月十四日（明治元。一○・一）付をもって、大
坂在住のフランス代理領事レックを通じて五代に宛てて願書を提出したが、約五ヵ月後ようやくその回答に接した。それには日本政府
の手で架設することになり、すでに機械もイギリスに発注し、横浜のほうに届く手はずになっているとあった。
モンプランは五代とのこれまでの厚いよしみから、色良い返事を期待していたであろうが、これには落胆させられたことであろう。
これよりさき、モンブランは外国官より、博覧会の用務を帯びてフランスに派遣される辞令（明治元・一二付）をもらっていたが、
（釦）
電信架設願の返事を待って出発をのばしていたものらしい。
しかし、この計画もお流れになったので、これを契機に日本を去る決心をしたらＬ哩・
一八六九年五月（明治一一・一一一）、モンプランは改めて鹿児島をおとずれ、フランス皇帝ナポレオン一一一世から預かってきた贈品を島津
し
か
し
、
こ
の
計
帝
一八六九年五月
藩主忠義に贈った。
謁見は同年五月一一一日（一一一・二二）に城内の御対面エ
ンのもとに書簡をもって伝えられ、謁見当曰は、か』
モンブランは御楼門より城内に入り、唐御門を通眠
り、御対面所にむかい、椅子のうえに腰をおろした。
出席者は、正面の忠義のほか、執政・参政・会計』
出席者は、正面の忠義のほか、執政・参政・会計および監察総裁、書記・通弁らであった。
（弱）
モンブランは茶を賜わったのち、藩主とすこしことばを交し、進呈のロ叩を渡し、退席した。そのあと集成館において酒肴を賜わった。
左
さ
な
一八六九年十一一月一一十六日（明治一一・一一・一一四）、モンプランは前田正名（’八五○～一九一一一、もと薩摩藩士、のち農商務次官、
元老院議官、男爵）という数えどし二十歳の青年とともに横浜より「ラプールドネ」号に乗ると、ヨーロッパにむかった。
レ
オ
ン
ロ
ス
閣
下
に城内の御対面所において行なわれた。前日、会計総裁より明日十二時に登城するよう、モンブラ
謁見当曰は、かれの旅宿まで会計局員二名と通弁が案内のため出むいた。
り、唐御門を通り、楼閣（高い建物）の入口に達すると、会計総裁の出むかえをうけ、階段をのぼ
(34）１４９ 
（駒）
人かれの身分は、「役人とも書生とも名付くること能はざる外国御用係と一玄ふ名儀」であったという。横浜出帆の前日、前田は知友ら
畔十二名（東郷平八郎、伊知地弘一、原田宗助、松山彪、石川徳右衛門、山尾庸助、内藤秀太郎、有島武、上野景範、柳谷謙太郎、梅田
上）
（銘）
狛半之助）ととぶｂに横浜のある写真館におもむき、記念写真を撮り、別れの宴をはった。
方前田の友人の多くは、箱館戦争から凱旋した連中であった。
ン鐸やがて前田とモンブランは、波止場に立った若い薩摩侍たちに見送られ、「ラブールド、不」号に乗り、ひとまず香港にむかった・
讃前田は、髪を結いあげ、羽織・袴に両刀を差していたが、そのかっこうはまるで「角力の樟担ぎに大小を差せる如き」ものであった
す
も
う
ふ
ん
ど
し
か
つ
峰という。所持ロ叩は柳行李一つだけであり、その中には絹の着物・羽織・袴・葉裏草履一一足が入っていた・
は
う
。
ｂ
（鋼）
ベ
モンブランらは香港に着いてから、一一一、四千トンもある大きな気船に乗りかえ、サイゴン・セイロン・アデンを経て、スエズに着く。
と
い
つ
ら三人の氏名と、
○戸口の旨。ｐ弓一目○（シャルル
の名を読みとることができる。
従来、モンブランと前田の日本出国の時期は明らかでなかったが、『ザ・ジャパン・タイムズ・オーバーランド・メイル』紙（’八
六九・一一一・一一一○付）の「乗客」の欄に両人の名前がみられる。
マルセーユにおもむく日本人に、
渡欧にあたって前田は、
【○ず山口
冨忌○ユ【。ｇ【の
シ｛山西のロロ（マエ
（鮠）
仏国博覧会御用二付御傭仏人我領事官「コント、モンブーフン」に随行仏国派出申付侯事。
た辞令をもらった。
（マエダ）
・ド・モンプラン）
148（35） 
十日付、国王ナポレオン三世のサインかぁブ（田）
理公使を兼務することには同意しなかった。
そこから汽車でアレキサンドリアに出、さらに便船をえてマルセーユにむかった。
（帥）
パリに着いた時期は定かでないが、一説によれば、一八七○年（明治一二年）の春であったらしい。パリに着くと、前田は頭をざん切
りにし、
やがてモンブランは、ティポォリ街八番地の自宅を日本総領館とした。前田はそこで事務をとったり、パック街にある私塾のような
所に通ってフランス語の勉強をしたり、ときにはモンブランに日本語を教授したようだ。
前田は、パリにおける生活になれ、私塾に通うにつれて、かたくるしい勉学は厭わしく、ときどき耐えがたくおもわれるようになっ
て行った。学問などはひまつぶしのふるまい、と考えるようになり、ついには学校から遠ざかるようになった。かれはうわさに耳を傾
け、談話を聞くことにつとめ、事物を実見することだけに専念するようになった。
つまり机の上での勉学より、じっさい目にふれる世界に注意し、生きた学問をすることに専心した。
前田はモンブランとの語学交換教授、領事館の仕事をする以外に、とくくつの目的もなく、日々ぶらぶらと過ごすようになった。
一方、モンブランは、一八六九年十一月日本政府の宗教政策に関して意見書を提出し、日本国民に宗教の自由をあたえるよう勧めた。
これは長崎の浦上地方で、キリシタン信仰が発覚し、その指導者二四名が検束され、長州・津和野・福山その他の藩に身がらを預け
られた事件だが、モンプランは日本政府の意をうけて、各国政府にたいして弁明につとめた。
またモンプランは、日本とロシアのカラフトをめぐる国境の画定問題についても、日本政府から訓令をうけていたが、総領事の地位
シ
ャ
ル
ジ
ュ
・
ダ
フ
エ
ー
ル
（“） 
では交渉に困難を覚えるので、「総領事兼代理公使」として関係機関にご報生ロありたい、と外務卿大輔に宛てて書簡を送っている。
一八七○年七月十九日（明治一一一・六・一’一）、普仏戦争（一八七○～七一）が勃発し、一一一十万人のフランス軍が進撃したが、軍備に
まさるプロシア軍によって破られ、九月にはセダンの要塞が陥落し、ナポレオン一一一世は捕虜となった。やがてパリに共和政権が樹立さ
エ
グ
ゼ
ク
ワ
テ
ュ
ー
ル
モンプランは四月、フランス外務省におもむくと、日本総領事に任命されたことを認めるよう求めた。総領事の認可状（四月一一
（舵）
日付、国王ナポレオン一二世のサインがある）は、五月六日にモンブランにもとに送られてきた。しかし、フランス政府は、かれが代
（剛）
洋服に着換》えたという。
(36）１４７ 
一八七○年（明治三年）鮫島は弁務使としてパリに赴任すると、公使館をひらき、モンブランは総領事を解任され、それとともに前
人田も領事館のしごとから遠ざかり、一介の留学生となった。
ソ
ス
イ
エ
テ
・
デ
ゼ
チ
ュ
ー
ド
・
ソ
ャ
ポ
ネ
ー
ズ
（
節
）
昨モンプランは職を辞してから、ロニーなどの同好者とともに日本文化研究協会をつくり、機関誌を発行して、日本研究家として
沙
ヤ
ポ
ニ
ザ
ソ
と粕の道をあゆんだ。初代の会長にはロニーが就任（一八七一一一～七五年まで）し、そのあとモンプランは一一代目の会長となった。
志モンプランは普仏戦争ちゅう、共和国政府が発行したイギリスやベルギーへの通行証をもっていたというから、前田をともなって一
ン鐸時インゲルムンスターに難を避けたかもしれない。子供の一」ろインゲルムンスターの城で、日本人の姿をみた、というベルギー人（も
讃と医師のプロスペル・デレールスニイデン、インゲルムンスターのプリッヘ街在住）がい画。この人の父は城の庭師であったから、幼
峰いころ城の中によく入ったようだ。城内で見かけた日本人は、ひょっとして前田正名であったかもしれない。
べ
一八七一年一月二十七日（明治・四・一二・七）、フランスとプロシア両軍の砲声はやみ、講和が成立した。が、’’一月に入るとパリ
前田はパンの鑑札をもらい、パンの配給をうけたが、肉はほとんど口に入らなかった。ネズミの肉は一フラン（日本の金貨一分ほど）
も
し
た
。
か
れ
は
馬
肉
な
ら
ぬ
馬
の
骨
や
爪
を
買
っ
て
、
そ
れ
を
ス
ー
プ
に
し
て
飲
ん
だ
。
さ
め
じ
ま
ぱ
お
の
ぷ
モンプランや前田がパリで寵城ちゅう、日本ではモンプランを解任し、かれに代わって新たに鮫島尚信（一八四一ハー八○、のちパリ
の
ぶ
よ
Ｌ
で病死）を弁務使として派遣することが決まり、その旨外務卿の沢一曰｜嘉の名で、仏公使ウートレーやフランス外務省につたえられた
前田は相変らずモンプラン家にいたのだが、プロシア軍がいるパリ郊外の戦場によく出入りしたので、スパイの嫌疑をうけ、警察に
拘
留
さ
れ
た
り
し
た
。
パ
リ
は
プ
ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
砲
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
劇
場
や
カ
フ
ェ
は
開
か
れ
て
十
二
月
に
は
い
る
と
、
は
こ
び
こ
ま
れ
る
フ
ラ
ン
『
とである。犬や猫やネズミまでとって食べた。
れ
、
篭
城
体
制
を
と
り
、
プ
ロ
シ
ア
軍
に
抵
抗
し
た
。
で病死）を．
（’八七○・
（開）
いた。
・二一付）。
はこびこまれるフランス軍の戦傷者の数は増えてきた。パリ市民がいちばん困ったのは、食糧が乏しくなったこ
146（37） 
わせるほどの砲声がしたので、あわてて中庭に出た。
（開）
モンブランの名がみえるが、西園寺はのちにかれ１と懇意になった。
パリⅡコミューヌ（革命自治体）は、一八七一年一一一月十八日より五月二十八日まで、七十二日間つづくのだが、まだ砲声をやんでは
おらず、西園寺はパリに着いた翌二十八日（二・八）の夕刻六時ごろ、私塾で前田やアメリカ人某と食事をしていると、ガラス窓を震
西園寺が栗本貞次郎（幕臣栗本鋤雲の養子）にともなわれ、ロンドンからパリに入ったのは、一八七一年一一一月二十七日（明治四・二・
七）のことだった。かれは前田正名の世話で小さなホテルに泊まり、その後同人の紹介で私塾（バック街）に入った。
（㈹）
西
園
寺
は
『
自
伝
』
の
な
か
で
、
公爵）であった。
の国民軍と民衆は、共和政権の武装解除の命に反抗して蜂起した（パリⅡコミューろ。
ざ
ん
ら
ち
市民らが自治政権をもとめて蜂起したパリにやって来たのは、若き日の西園寺公望（’八四九～一九四○、明治～昭和期の政治家、
西南の方向に白い雲にまじって黒いけむりのようなものが見られ、さらに爆発の閃光をみた。火薬庫の爆発のようにもおもわれた。
（”） 
西園寺は塾主に乞い、一教員とともにその地にむかったが、警官の制止にあい、行けなかった。
日本総領事の職をしりぞいてからのモンブランの暮らしぶりや動向について、くわしいことはわかっていない。かれは、パリと故郷
中江兆民、光妙寺三郎［山口出身。兵部省の留学生、パリ大学にまなぶ］、松田正久［佐賀出身。陸軍省の留学生］などは後からきた。大久
保春野が同じ下宿で、ごく懇意であった。それから今村和郎という人、後にパリの公使になった鮫島など。
パリについて小さい宿Ｔｌｌ小さいホテルで下宿ではない。そこへとまった。それから前田正名の世話である私塾に入った。前にベルギーの人で
モン。プランという者が薩摩へやとわれたことがある。その世話で前田正名が先にわたしが入った私立学校にいて、すでに相当フランス語に通
じ
て
い
た
の
で
通
弁
を
し
て
貰
っ
た
り
な
ど
し
て
、
世
話
に
な
っ
た
。
(38）１４５ 
人七世紀ごろ、いま繊
本日ター（閂ロ、の一日臣ロ呉の『）
と粕一○七五年フラン贋
宕五百年ほどの間に城の
ン藤十九世紀にはモンブ弓
鐵モンブランは薩摩左
條領しているが、現在ニ
ベ
セル郊外エッテルベー
一
○
七
五
年
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
ロ
ベ
ー
ル
・
ル
・
フ
リ
ソ
ン
ｓ
ブ
レ
ヒ
ト
・
ド
・
フ
リ
ー
ス
）
は
、
そ
の
修
道
院
の
廃
き
ょ
に
城
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
、
五百年ほどの間に城の持主は、何人も変わった。十六世紀に入ると、オット・フォン・プロート大佐の所有に帰し、さらに時が流れ、
十
九
世
紀
に
は
モ
ン
ブ
ラ
ン
家
の
持
物
と
な
っ
た
。
い
ま
の
城
の
形
は
、
十
八
世
紀
に
建
て
替
え
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
薩
摩
を
訪
れ
た
と
き
、
島
津
公
よ
り
脇
差
（
「
小
脇
差
」
ま
た
は
「
寸
延
び
短
刀
」
と
も
い
う
、
刀
長
の
長
さ
は
、
三
○
・
二
ミ
リ
）
を
拝
領しているが、現在その刀は、モンブラン家の子孫であるマリ・テレーズ・シャルロット・ニコール・ヒスレイヌ（一九三六年ブリュ
セル郊外エッテルベーク生まれ、ワーテルロー在住）さん宅にある。
モンプラン家は、かって城ばかりかインゲルムンスター村そのものと土地のすべてを所有していた。’八六○年代の人口は約六千人、
現在は一万五百人ほどだという。モンブラン家の全盛時代、城には召使いが二十名おり、うち十名は料理人、残り十名は庭師であった。
（形）
召使いたちは屋根・っら部屋で寝泊りした。台所は広く、地下にあった。
七世紀ごろ、いま城がある地にイギリス人の僧侶は修道院（鈩口、］・旨ＯＢの庁のｄロ日向ロ、の一日目円の円）を建て、それがインゲルムンス
のインゲルムンスターを行ったり来たりする生活を送ったものとおもわれる。
（ｍ） 
一八九四年（明治一一十七年）一月一一十一一日、モンプランは独身のままパリにおいて亡くなった。享年六十一歳であった。亡骸はパリ
より故郷のインゲルムンスター村にはこばれ、共同墓地（とくに名はない）葬られた。
シ
ヤ
ベ
ル
墓地の中に小聖堂があるが、これはモンプラン家の墓なのである。父のシャルルが、アルル地方の小聖堂をまねて造ったものらしい。
小聖堂の中には入れないが、屋内の正面に祭壇があり、その前に造花がひとつ置かれている。
つぎにインゲルムンスターの城（館）について述べておこう。
力
ス
テ
ー
ル
パ
ル
ク
｝」んにち”城公園”と呼ばれている公園（一一｜・五ヘクタール）の中に入ると、プランタナス、ブナ、マロニエの大きな樹が立ち
ならび、園内の一角に囲りを堀でかこまれた古典様式のＵ字形の立派な城がみられる。この城は一九八六年〈村のビール醸造所（フアン。
ホ
ン
セ
プ
ル
ッ
ク
家
）
の
持
物
と
な
っ
た
。
（渦）
の地名となった。
144（39） 
斎藤と懇意になり、笠
と語ったようである。
関市は鎌倉時代以後「関鍛冶」の名で知られたところで、兼道も古刀期のさいごを飾る代表的な刀匠のひとりであった。そのかれの
作
刀
が
島
津
家
に
つ
た
わ
り
、
さ
ら
に
モ
ン
ブ
ラ
ン
が
拝
領
し
、
い
ま
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
る
の
で
あ
る
。
な
か
こ
め
く
ぎ
あ
な
刀身の茎（っかの中にはいった部祭己に、目釘穴が一二カ所もあけられている。「兼道作」の「兼」の字は、穴があけられ読めないが、
こ
し
ら
判読は可能である。兼道の作刀にまちがいない、と勝山氏はいう。また島津家の家紋が、栫えにつけられており、立派なものという。
さいごにモンブランの私設秘書の役割をはたし、数々の機密にもかかわった斎藤健次郎の末路について述べておきたい。
斎藤がモンブランに連れられて日本を密出国したのは一八六二年（文久二年）ごろであり、薩摩の万博使・岩下佐次右衛門の一行が
帰国するさいに、主人のモンブランと行を共にし、約五年ぶりに故国の土をふんだのは、’八六七年十月十九日（慶応三・九・二二）
ママ
ー‐１１「ジラルド・ケン氏の集めたる仏伊両国の押葉」
と、袋の表に朱書したものがあった。
道の作である、という。
その後の斎藤の動向は、あきらかでない。かれは終始変わらずモンブランと行動をともにしていたものとおもわれる。たちぱ趣
斎藤はヨーロッパに滞在中、幕使とその属僚および諸藩の藩士らとつきあったが、幕末に密出国し、ロシアで暮らした橘耕斎（’
八二○～八五）がそうであったように、じぶんの出自や経歴について、ずいぶんいいかげんな事をいっていたようだ。
横浜鎖港使節の組頭田辺太一の従者であった三宅復一（一八四八～’九三八、のち学士院会員、貴族院議員）は、パリ滞在ちゅう、
（和）
斎藤と懇意になり、諸所を案内してもらっているが、斎藤は一二宅に、じぶんは「武蔵国熊ヶ谷在の福田という医師のせがれ」である、
の
こ
と
だ
っ
た
。
斎藤は三宅とその僚友らを解剖学の参考館や曲馬所へ案内したらしい。’一一宅が残した文書のなかに、
それにはさらに、
せ
き
し
この脇差を鑑定Ｉした勝山光郎氏によると、約四百一一十年以前につくられたもので、美濃の関市（岐阜県中南部）の刀鍛冶であった兼
(40）１４３ 
人
『
２
．
０
座
』
』
ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ｐ
て
・
円
本日
ロロ四回四日】ロ。ｎ口のの命
と伯の①『山口日日のロ・
ン｝フプ
シロ○コ厨の□・勺
ンモ
ＰＥｐ山口回四ｐＨの四Ｐ』ｐＨ
族強三宅は、晩年に石井研些
悴つぎのように語っている。
ベ
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
が
書
い
て
あ
っ
た
。
と添書がしてあった。
中味の植物標本もりっぱな出来であり、種類・
そ
れ
ら
の
標
本
の
学
名
お
よ
び
和
名
は
、
一
部
は
？
三四再三。］四目８日用・国ＨＣミロ・
（ア｝フ
９口ご口］］自画目四］四一】の口目四の口の
（ドイ
○］ロ四国の８］ご曰巨のロロロロの巨の
（チヨ
四のロの日出の］寓伊・
（西洋
シ○三一一８○ゴロョロのｑＣ回国閉巨の○・四・の９口一目．
ご日・のＣロ四目ｏの四○・国・の呂已目
（ノコ
ロロ四回四日目。ｎ口の輿・
（ゴマ
の①３コ日日のロ・
（フウ
シロ○日のｍｐＣ
（ウマ
１１文久年間初度欧行の当時巴里にて諭聡に賞ひ受けしものなり。
そ
の
ほ
か
、
斎
藤
の
字
と
お
も
わ
れ
る
、
国○国日ロ臣のの○のロの『巴のへご○］四ｍの①ロ］の①画・富『＆□の一画句Ｈ四目Ｃの①（Ｑの国百一一の．へご口『三・【の旨。
晩年に石井研堂（一八六五～’九四三、
Ｐ』ｐご・や
２
種
類
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
う
。
一
部
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
（市）
（７） 
（ウマノアシガタ科ヴ・）
（フウロソウ科）
（ノコギリソウ？）
（ゴマノハグサ科）
（ドイッスズラン）
（チョウセンアザミ）
（西洋キズク）
（アラセイトウ）
明
治
・
大
正
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
の
取
材
を
う
け
た
と
き
、
モ
ン
プ
ラ
ン
や
ケ
ン
の
こ
と
を
142（41） 
またつぎに引く「異人ノ説話」によると、
ス学の村上英俊の門下生でもあったという。
私どもが、始めて巴里に行ったのは、文久四年ｌ此年改元して元治元年の三月四日一一ヶ月間であった。春雨の降る頃であったことを記憶して
居る。この時、武州熊谷在の人なそうで、福田姓を名乗り、謙といふ名を、ジラール、ド、ケンと呼ぶ日本人が居った。
マ
マ
そ
の
ジラールは宗教上の前名で謙を其ま出あちらの名にしたのだ。時の伯爵コント、モンブランといふ人が、日本の事情を知る必要上、か出る一同
年を抱いて居ったのであらう。
そ
の
い
る
私は一一ケ月滞在の間に、｝」のジラール・ド・ケンに色々世話になったので、当人の写真もあり、且つ其色を今に忘れないが、昨年西園寺公の
伝を竹越氏が書いて、新聞に出した時、普仏戦争時代の事が出て居り、コント。モンプランの名も見えて居ったので、私は若し、西園寺さんに
面会の機会が有ったならば、このジラード・ケンの事をお尋ねして見たいと思ったことが有った。
ママ
その後、西園寺公のお話を承る機会があって、御返詞を得る》」とが出来たが、ジラールト・ケンに就いては得る所無かった。
普仏戦争の始った明治四年は、私が滞仏した年から、僅か六七年後に過ぎないから、またコント・モンプランの家に居たと思ったが、西園寺
公はモンブランに懇意になられてあったが、当時は同家にケンは居ず、又連はれもしなかったから、この人を全然知らなかった。
モンブランは明治維新の時、日本に来朝され、薩州の為に尽力なされた一人である。
前田正名も、巴里髄城中、モンプランの世話になった一人であった。
ジラール・ド・ケンはその後どうしたか、とうノー日本に帰らないで仕舞ったらしい。若し維新後に帰朝したならば、維新後の文化促進に尽
力することも出来、相当の地位に据えられたことと思ふが、それきりケンの消息は聞かずに仕舞った。
私はそのケンを尋ねて、コント・モンプランの邸に往き、その主人たる伯爵や娘さん［妹のこと〕に途っこともあった（「三宅秀先生馳檸渡
仏実話」口（『明治文化』第十五巻・第九号所収）。
ママ
Ｃ」｝』
（ロンドン）
千八百六拾一年、横浜ヨリ潜逃シテ、巴里斯二居ルモノァリ、倫同ヘモ参リタリ、此モノ熊谷宿一医ノ弟斎藤健次郎卜云う、村上英俊門生二
斎藤は、一八六一年（文久元年）に出国したという。真偽のほどは定かでないが、フラン
(42）１４１ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
ふ
た
ど
こ
ろ
おそらくモンブランは斎藤を信用し、［ロ本人を相手にするとき、何事もかれにはかったことであろう。しかし、斎藤は一一心があり、
次第によっては、つごうのよいことだけを相手に話していたようだ。その死にざまは、つぎのようなものであった。
政事学をまなんでいると吹聴していたらしい。
斎藤健次郎のフランス語の学力はかならずしも十分とはいえず、岩下佐次右衛門がパリから小松帯刀（’八三五～七○、藩主の参与）
もちい〃たし（”）
に送った書簡（慶応一一一・一一一・一一付）には、「白川［ケンのこと］ハ議論ニハ十分ニハ難用」とある。
斎藤はまたモンブランの用を弁じるだけにとどまらず、新納に働きかけて、薩摩藩に仕官しようとしたといい、さらにフランスでは
イギリス留学生の森有礼は、パリで同人と会ったことを、国元の兄につぎのように知らせている。
何かと周旋せしめしが、慶応二寅年幕人肥田浜五鉋
す
こ
ぷ
て頗る不評判となり、翌年博覧会事件にて岩下氏等》
大島金鉱探索の為めと称して連出し海没せしと云ふ。
ざ
０
こ
ろ
釘
よ
そ
ば
か
り
つ
か
ま
つ
一仏蘭西にも日本人一人程居シ、先比凡一七日計当パリニ出来し始終落会仕り、随分面白き人二而変名白川｜一郎と名乗り本国佐竹之
て
ママ
も
う
す
Ｕ
と
し
白
り
た
Ｂ
お
も
む
き
な
ど
藩中にて斎藤某と申人二而候得共、頻二薩藩に出仕致し度趣を石垣［新納の変名］君杯に歎願いたし申侯、
も
つ
と
も
す
て
み
ひ
そ
か
さ
芯
ぴ
お
り
し
か
し
唯
畝
ら
尤此人ハ巳に四年巳前ヨリ僧二渡り是亦西洋諸国を遍歴セシより、尤仏国二おひてハ政事学を学居候由乍然巳来ハ陸軍を修練之旨趣二聞へ
（沼）
中干候
そ
の
こ
と
は
つ
け
ん
テ、一度横浜ヨコ院船二乗付、其事発顕シテ入牢シ、幸二免レテ再乗付、巴里斯二至り、或者ト世話ニナリ居ル、何モ専学ハ不致レトモ、仏語
い
た
さ
ず
カ
ハ可ナリ出来候ヨシ
二八六一Ｏ
が、慶応一一寅年幕人肥田浜五郎、向山隼人正（後黄村）等仏国を経て英国に来りしが、内情を探り幕人に内報せ’し聞あり
日
こ
え
翌年博覧会事件にて岩下氏等洋航の際通弁として用られ、同氏帰朝の際附随せしか、聞く処にては白川の嫌疑深くなれソて
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藤の謀殺についてふれている。
この文章によると、
ろのことであろうか。
の
死
」
と
い
っ
た
、
對
塞
、
の
覚
書
か
出
て
き
た
と
い
う
‐
ゾ
ヤ
ポ
一
一
ザ
ン
さいごにモンブランの業績についてふれておきたい。日本文化研究者としてモンプランは、生前日本および日米全〆化について、いく
つかの論著を発表している。それらは左記のようなものである。
オランダ留学をおえて帰国するさいに、津田真道とともにパリに寄った西は「和蘭より帰路紀行」（明治一七・一一記）のなかで、斎
斎藤と懇意であった三宅復一も、斎藤が鹿児白（帥）
死一といった、数行の覚書が出てきたという。
つ」マゥ
一説には機密を漏せしとの嫌疑にて海中に役込まれたりとも云へり、同人は何年比に洋航せしか通弁として抱入られＩ）者なり（「男爵松村淳
ｊロムワ
（ね）
蔵君談話」）
’一八六五年十二月十五日、「地理学協会」
同右英文（ブリェール書店、一八六六年刊）
ル
・
ジ
ヤ
叙
ソ
『日本』（〃／レイ書店、一八六五年刊）
「日本の現状についての一般的考察」（マルチネ書店、一八六六年刊）
’
一
八
六
五
隼
十
二
月
十
五
日
、
「
地
理
学
協
会
」
総
会
に
お
け
る
講
演
．
「’八六六年における日本」（『百科年鑑』からの抄録、一八六六年刊）
い
れ
（銅○
一一没セリ
（前略）此人［ケン］、薩人為メニ容ラレスシテ薩人ノ為二□セラレテ海中二没セリト云う、真二然リャ否ャ
斎藤は幕府側に薩摩人の秘密をもらした疑いで殺されたようだ。その時期ははっきりしないが、慶応三、四年ご
マ
マ
斎藤が鹿児島で死んだという風説を聞き知っていたらしく、遺稿のなかから「斎藤謙次郎なるふい）の
(44）１３９ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
となで
夛琴’億塞舸
プ、愚、国の＞
ラま詐モでで１１
幕末の対外交渉史を研究していると、モンブランの名と時々出あうことがある。わたしはこのベルギー貴族に久しく興味を抱き、い
つかその人物像を描きたいとおもっていたが、研究に手をつけることなく時間だけがむなしく経って行った。しかし、幕末から明治初
年にかけてベルギーを訪れた日本人のことをいろいろ調べるうちに、執筆の意欲もわき、さらに研究に一条の光明が射してきた・
研究対象をモンブランの人物像と、日本人とのかかわりにしぼり、彼我の資料を少しずつ集めだすと、このベルギー人にはあまりに
も不明な部分が多いことがわかってきた。一言でいうと、モンブランの生涯には空白の部分が多いために、いまだにくわしい伝記もな
い状態なのである。
たとえば、生没年ははっきりしていても、生いたちや受けた教育、暮らしむき、ものの考え方や心理など、何ひとつとっても明らか
あ
ぶ
ないのである。しかし、断片的な資料をつなぎ合わせてゆくにつれて、おぼろげながら人間モンブランの婆や形が灸り出てきた・
わが国ではモンブランの人物評は、かならずしもよいとはいえない。とくにパリにおいて同人と会ったことがある幕使の柴田日向守
どは、モンブランのことを、
む
す
び
政
商 『ありのまｈの日本』（アルチュール・ペルトラン書店、一八六七年刊）
ル
ロ
ジ
ヤ
ポ
ン
ル
ヴ
ユ
・
コ
ン
タ
ン
ポ
レ
ン
又
「日本１１ｌその制度、産物、ヨーロッパとの関係」（『同時代評論』第五七巻に発表したＪもの、一八六七年）
「フィリピン諸島」（『日本研究協会論文集１１中国人、だったん人、インドシナ人』第二巻に発表したもの、’八七七年）
また万博をめぐるごたごたで、薩摩藩と談判をした田辺太一などは、モンプランを虚栄心の強い人間とみたようだ・
ランをどのように評価するかは、むずかしい問題だが、かれはけっしてサギ師のたぐいではなく、どちらかといえば、
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といった範ちゅうに入る人間ではなかったろうか。
に
来
た
と
き
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
向
こ
う
を
張
ニ
パにやって来た理由、京および諸藩の形識
そ
の
と
き
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
そ
う
じ
よ
う
令をもっていたため騒擾が絶えなかった。
何
が
モ
ン
プ
ラ
ン
の
目
を
日
本
に
む
け
さ
せ
、
な
ぜ
か
れ
は
幕
府
や
薩
摩
人
に
接
近
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
貴
族
で
あ
っ
た
モ
ン
プ
ラ
ン
は
、
ベ
ル
ギ
ー
に
ちゃんとした城や土地をもっていたから、けっして生活にこまるようなことはなかったはずだが、ただじぶんの領内に引っ込んでおれ
（腿）
ない性分であった。人一倍虚栄心がつよく、表舞ムロに出て、はぶりをきかすのが、かれの望みでもあるように思われた。
も
ち
ろ
ん
富
や
名
声
も
得
た
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
は
な
ば
な
し
く
活
躍
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
名
を
あ
げ
た
い
、
と
お
も
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
奇
を好み、大言を吐き、向こう気がつよく、はったりを利かせ、見栄坊のうえ茶気もあったようだ。
（晩）
万博のさいに薩摩がつくった「薩摩琉球国」の勲章をつけてよろこんでいた、という｝」とからも、かれが見えを切りたがる男だった
ロンドンにいた留学生たちは、はじ些
かれらの眼底に写ったモンプランとは、（Ⅲ） 
これいう、うさんくさい人間であった。
し
の
わ
が
国
の
形
勢
と
似
て
い
る
。
かれは幕末の一時期、薩摩人とふかいかかわりをもち、合弁事業にちかいものを設立することを画策するのだが、その計画も薩摩藩
の財政のひっ迫や対イギリス関係への顧慮、吉田清成ら在英留学生の諌言などにより、頓挫をきたす。
ロンドンにいた留学生たちは、はじめからモンプランがとなえる、サッマのため、日本のため、といった言葉を信用していなかった。
か
れ
ら
の
眼
底
に
写
っ
た
モ
ン
プ
ラ
ン
と
は
、
薩
摩
や
日
本
事
情
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
通
じ
て
い
な
い
の
に
、
薩
摩
に
肩
入
れ
を
し
、
日
本
の
国
に
つ
い
て
、
あ
れ
ことがわかる。
シーポルトもモンブランと似て、俗物根性をたぷんに持っている男であった。モンブランは横港鎖港使節・池田筑後守の一行がパリ
釆たとき、シーポルトの向こうを張って、逸早く日本使節団にちかずいてきた。｜日、池田はモンプランと会った折、今回ヨーロッ
にやって来た理由、京および諸藩の形勢について語った。
や
竃
け
山
気
が
多
い
企
業
家
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
も
四
、
五
百
年
前
ま
で
は
大
小
の
貴
族
が
各
地
に
割
拠
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
制
度
と
法
杷
え
な
か
っ
た
。
い
ま
日
本
の
六
十
余
州
に
二
六
○
の
諸
侯
が
お
り
、
め
い
め
い
勢
力
を
張
っ
て
い
る
が
、
こ
の
情
況
は
む
か
(46）１３７ 
ベルギー貴族モンブラン伯と日本人
モンブランは、さらに話をつづけた。フランスは賢明な君主が出、政令を一つにしたために、いまでは繁栄を誇っている。いま日本
が威武を海外にしめすには、まず第一に大名の力を弱め、政治を幕府の一政に帰さねばなりません。もし幕府にその力がないなら、フ
（別）
ランスに兵馬をたのみ、諸侯の兵権をよわめるのがよろしい。そうでないと、日本の国威一曰｜場はおぼつかない。
池田は、衰運にむかっている幕府の退勢をばん回するためにも、フランス政府に武力援助をあおぐがよろしい、とするモンブランの
建策を容れ、帰国後の元治元年七月一一十二日（’八六四・八・二三）に幕府に対して、暗にモンプランの説にそった建白書を提出した。
しかし、幕府はそれを容れなかったので、モンプランの陰の画策は失敗におわった。モンブランは柴田日向守一行がパリにやって来
たときも、同様の説を開陳し、国（幕）威を大いにしめす策として、ベルギーと修好条約をむすぶことを進言したが、これも柴田にょ
モンブランがたびたび幕使に接近をはかった意図は何であったのか。その真意を知ることは容易でないが、おそらく政府や政治家に
取り入り、特権的な利益をうることにあったのではなかろうか。かれは一介の田舎貴族で終わる気はなく、利益の大きな国際的な貿易
事業をおこし、富と名声をいちどに手に入れたかったのであろう。
幕便への接近が、その糸口をあたえるものと思われたが、計画は予想に反していずれも裏目に出た。そこへ現れたのが九州の雄藩薩
摩であった。モンプランは同藩に乗りかえた。かれは合弁会社設立をもちかけ、それが成功するかに恩えた矢先、これも諸般の事情か
このようにモンプランの企画は、ことごとく画餅に帰したのである。
しかし、モンブランは、明治元年（’八六九年）十二月に完成した長崎・戸町村小菅浦に建設された通称〃ソロバンドック“（捲揚
（妬）
げ船架）の工事に関与している。これはわが国初の修船場（’千トンドック、五四○四一二坪）であり、薩摩の小松帯刀、五代友厚、モ
ンブラン、グラバーなどがかかわったが、建設の計画と実現にもっとも重要な役割をはたしたのは五代であり、さらにかれを補佐した
ら実現にいたらなかった。
のはモンプランであった。
って斥けられてしまった。
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
、
（髄）
工事の設計・監督などに適切な指導を行なったとされ、その功績は大きかったという。
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（明）
料が現れる》」とを望んだ。
やがてインゲルムンスターのジャック・ドゥ・モンブラン伯（日本に来たモンブランの弟エルネスト・シャルル・ルイ・ヒスランの
二男、ジャック・アルベール・ジュール。アントワヌ・マリ・ヒスラン、’八九六・二・一、メールベケ生まれ）からも、わずかで
はあるが、文書が出てきたという連絡をうけた。モンブラン家の文書は、両大戦ちゅうもみくちやにされるのだが、パッソンピエール
はそれまでに収集した資料と新たに発見された断片的な資料とをつなぎ合わせて、どうにか「シャルル・ドゥ・モンプランと日本の王
ル
ヴ
ュ
・
ジ
エ
ネ
ラ
ル
・
ベ
ル
ジ
ュ
政復古」を書きあげ、それを『ベルギーの一般雑誌』（一九五一二・六・一五）に発表した。
バッソンピエールは、じぶんが書いた論文が不完全なものであることを百も承知しており、将来もっと完然なかたちで叙述できる資
謎にみちたベルギー貴族モンブランについて書かれた内外の文献資料の数は、けっして多いとはいえない。
大正時代、モンプランに注目し、その伝記を書こうと志した日本人がいる。モンプランの冒険讃にひじょうに興味を抱いたのは、べ
あ
だ
ち
ルギー駐在の日本公使・安達峰一郎（一九一七・一○・一一四着任）であった。
安達は執筆に先立って資料をあつめようとし、一九二○年（大正九年）駐日ベルギー公使として日本に赴任するアルベール・ドゥ・
バッソンピエールに、東京でモンブランに関する資料を収集して欲しい、と依頼した。パッソンピエールは、外務省や宮内庁の協力を
（師）
仰ぎ、どうにか一定の資料をあつめ、一九一一一一年（大正十一年）十一月一一十七日それをブリュッセルの安達のもとに送った。．
しかし、安達はその資料を利用して、念願のモンプラン伝を書きあげる前に亡くなった。｜方、パッソンピエールも独自にモンプラ
ンの資料をあつめるようになり、’九三九年（昭和十四年）と一九四一年（昭和十六年）に帰国した折、ベルギー側の資料を収集する
このあとベルギー本国においてモンプランに関する論著はしばらく現われなかったが、’九九○年代に入ると、ルーヴェン大学のウ
ィリィ・ファン・デ・ワレ教授が幕末のベルギーと日本に関する一連の論考を発表し、さらにその教え子のピルヒット・デベールスト
ことに努めた。
＊ 
(48）１３５ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
のいど冨四
が、卒論にグラパーとモンプランを取りあげ、こんにちに至っている。
｜方、わが国のモンブラン研究は、その緒についたばかりで、まだまとまった研究は生まれていない。
た
け
ざ
モンブラン研究に先べんをつけたのは、尾佐竹猛（一八八○～’九四六、明治から昭和期にかけての司法官、歴史学者）であろうか。
尾佐竹は、モンプランが幕末の鹿児島にやって来て、種々活躍したことを『国際法上より観たる幕末外交物語』（文化生活研究会、
大正蛆・旭）や「維新前後に於ける立憲思想』（実業之日本社、昭和鯛。、）において若干ふれた。
ついで「仏人モンブラン新説書Ｈロ」を『明治文化研究辮轡（第四巻・第一～二号）に発表した。これは資料紹介にちかい論考であ
り、日本の国体、物産、外国との交際についてのモンブランの考えを、当時入手した「聞書」（土佐藩士・佐々木高行の談話筆記）の
尾佐竹によると、かれが手に入れたものは、佐々木が四冊筆記したものの一部でないかという。
とくに「佐々木老僕昔日談」によると、モンプランの公議政体論（上院は公卿諸大名、下院は諸大名の家臣などから成り、国事を議
定し、天皇に奏聞して施行する）を聞いた者は、薩摩藩士にとどまらず他藩にも及んだという。松の森の「千秋亭」「吉田屋」などに
招かれたモンプランは、薩摩の朝倉省吾の通訳で、いろいろ自説や外国事情について開陳した。その談話を筆記し、「聞書」と命名し、
四冊ばかりつくったという（尾佐竹猛『維新前後における立憲思想』。
昭和初期から「薩摩海軍史』（昭和４）、『幕末開港綿羊娘情史』（昭和６）、『五代友厚伝』（昭和８）、『大日本外交文書麹艫』（昭和田）、
『鹿児島県史』（昭和肥）、『史談会速記録』（昭和組）、『五代友厚伝記資料』（昭和蛆）や犬塚孝明『薩摩藩英国留学生』（昭和蛆）な
どが刊行されるに及んで、モンプランに関する断片的な記事が散見するようになったが、まだモンブランの包括的な研究は現れていな
り
、
日
本
の
国
体
、
物
産
、
外
国
と
の
交
際
に
一
写本の一部によって紹介したものである。
高橋邦太郎（一八九八～’九九二、日仏寺
の中でモンプランに言及し、さらに「麹錨モ
はあるが、その人物像がよく描かれている。
い
◎ 
日仏文化研究家、元共立女子大学教授）は、『チョンマゲ大使海を行く』（人物往来社、昭和蛆）
瓢錨モンプラン伯」（『日本歴史』第二五五号、昭和“・８）を発表した。これなどは短い記事で
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注（１）四日淳ｏのすの①『の井出四目の］の四ｍの具の。①ロゴロロのロ］の『のＢｐｏ】の厨ぐ。。『のロ蕨ロ目凹－日宮。曰閉四口穴ののロの『四凰○冨局］の⑩。の⑰○四コ芹。□のＱの
三・口Ｓ一四コ◎がその論文。総ページ三二一。この論文は、優に一冊の本ほどの分量があり、参考とする点も少なくない好論文である。
本稿の執筆にさいして東京大学史料編纂所をはじめ、早稲田大学中央図書館、鹿児島県立図書館、ブリュッセルの王立図書館、ルーヴェン大学附
属図瞥館、ベルギー外務省文瞥館、などの資料を利用させていただいた。個人的には、実業家・勝山光郎氏（○○のロ目印⑩の一の・感８）マダム・ド・モ
ンプラン、アルベルト・フニルシュレ、アリァン・ファン・デル・ウェルフ（研究員）、インゲポルグ・フェルプランケ（講師）、ウィリー・ファン・
ド・ワレ教授、フランソワーズ・ピーマンス博士、ベルギー大使館のご高配にあずかった。記して謝意を表します。
つ
い
で
現
れ
た
の
は
磯
見
辰
男
の
記
事
な
が
ら
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ンスターを訪れ、ｗ
の礼拝堂に詣でた。
（２）同右、一九頁。
（３）四一の８】『の□こ〔
高橋はインゲルムンスター訪問について何も書きのこさなかったことが、惜しまれる。一つにはモンプラン家に一次資料が少なかつ
高橋はかなり早い時期からモンブランに関心があったようで、この小記事を書く二年前の昭和四十二年（’九六七年）、インゲルム
スターを訪れ、当主ジャック。ドゥ。モンブランのはからいにより、城に泊まり日本関係の文書を調査し、さらにモンプラン家累代
日本におけるモンブラン研究の流れを幣見すると以上の通りである。
四の目『の目○颪芹の呂昌。、の］曰目、芹ｇｏ『烏・］・ぐ目、（の。江②（の》］①『］》五～六頁。これは仏・蘭語で書かれた小冊子［非売品］。
＊ 
「幕末・維新とモンブラと（『日本・ベルギー関係史』所収、白水社、平成元年刊）である。これは小
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犯
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注
〆へ〆■、〆■、〆■、
２１２０１９１８ 
里二、.＝、＝ﾐｰﾉ
〆■、〆■、〆■、〆■、／■、〆■、〆■、〆~、
１７１６１５１４１３１２１１１０ 
、＝Ｎ＝、-ﾉﾐｰｼﾞ、-ノ、-／、＝、-ノ
グー、〆■、〆~、〆■、〆■、〆、
９８７６５４ 
、－ノﾐーノ追一ノミージ邑一ノ、－’
（
羽
）
「
五
代
友
厚
伝
記
資
料
第
四
巻
』
（
東
洋
経
済
莚
「廻国日記」の蘭訳を参照（資料篇の二六頁）。
「
薩
藩
海
軍
史
中
巻
」
（
原
書
一
房
、
昭
和
四
十
三
年
こ
の
航
海
日
記
は
『
遺
外
使
節
日
記
纂
輯
第
三
』
ラ
ン
ベ
ル
モ
ン
男
爵
宛
の
一
八
六
七
年
四
月
二
日
付
モ
（１）の論文の一九○頁に資料として挙げてある。
この記事は、三浦義彰著『文久航海記』（冬至》
柴田のこの日記は、日本思想大系船『西洋見聞集』（岩波書店、昭和四十九年十二月）に収録されている。
「赤松則良半生談ｌ幕末オランダ留学の記録』（平凡社、昭和五十二年十一月）、一九○頁。
中里機庵著の四二七～四二八頁を参照。
注（３）の八～九頁を参照。
日ロの国曰のの（］忠、。①・闇）の記事。
「畠山義成洋行日記」（鹿児島県立図一
「海軍中将松村淳蔵洋行談」
同右。
こ
の
記
事
は
、
三
浦
義
彰
著
『
文
久
航
海
三浦義彰『文久航海記』、二六一一一頁。
前掲書、二六六頁。
同右、三七九～三八○頁。
『幕末外交談』（平凡社、昭和六十二年一月）、二五四頁。
シ］すの耳□の国四ｍｍ・目】ロ】円『Ｑ○訂『一ののＱの富。。ｓ一目・のご凹宛の⑩日巨『目・ロ］四℃。ご巴⑩の（幻の『こののｇの日一の国の一ｍの．」の＄）・’’’一一一一頁を参照。
己
インゲルムンスターに住むアルベルト・フェルシュレ氏談。
（８）の九四九頁。
（鹿児島県立図書館蔵）
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
）
、
三
一
頁
。
ビ
ル
ヒ
ッ
ト
・
デ
ベ
ー
ル
ス
論
文
に
収
録
さ
れ
て
い
る
五
代
の
昭和四十三年七月）、九八八頁。
輯
第
三
』
（
日
本
史
籍
協
会
、
昭
和
五
年
一
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
四月二日付モンプラン書簡（仏文）に、河口の。①国ぐ・］一・の．と街の名と番地がみられる。この書簡は、注
（冬至書林、
を参照。
昭和十七年五月）の一九一頁にみられる。
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史
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三
注（ｕ）の二五七頁。
注
（
８
）
の
九
九
五
頁
。
注
（
鋼
）
の
二
三
一
頁
。
注（躯）の二一一一二頁。
「
鹿
児
島
県
史
忠
義
注（犯）の二三二頁。
吉田清成等の建白轡。
注（５）の二三七頁。
注（犯）の二三一一一頁。
注（兜）の二四七頁。
『指宿市誌』（指宿市鉦
注（昭）の二四九頁。
注（羽）の二四八～一
注（鍋）の五七頁。
大久保利鎌「五代友厚の欧行と、彼の滞欧手記『廻国日記』について」（『史苑』第二十二巻・第二号所収）を参照。
『五代友厚伝』
同右、四七頁。
注（別）の五一
注（型）の五一
注
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）
の
六
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簡
（
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・
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付
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。
モ
ン
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テ
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ら
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し
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も
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。
「
鹿
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島
県
史
第
三
巻
』
（
鹿
児
島
県
、
昭
和
十
六
年
九
月
）
、
二
二
九
頁
。
の五二～五三頁。
の五三～五四頁。
の六一頁。
（指宿市役所、昭和三十三年八月）、一九五頁。
（非売品、秀工社、昭和八年九月）、二二○頁。
忠
義
公
史
料
’四九頁。
注（師）の四三○～四三一一頁。
第四巻」（鹿児島県、昭和五十二年一月）、四七七～四七八頁。
(52）１３１ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
（帥）注（５）の
（師）注（印）の四三頁。
（閉）注（昭）の九○頁。
（開）『大日本外交文書
（⑪）注（５）の
（皿）注（師）の四○頁。
（印）注（印）の三六頁。
（印）祖田修「前田正名』（吉川弘文館、昭和四十八年一月）、三五頁。
（冊）今野賢三『前田正名』（新潮社、昭和十八年一月）、六八～六九頁。
（“）「大日本外交文書
（
開
）
『
鹿
児
島
県
史
料
忠
義
公
史
料
第
六
巻
』
（
鹿
児
島
県
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
）
、
一
八
六
～
一
八
七
頁
。
（冊）「百官履歴下巻』（日本史籍協会、昭和三年二月）、四○八頁。斎藤軍八郎編纂『前田正名先生小伝」（祥文社印刷所、非売品、昭和七年三
（別）同右。
（
卯
）
「
幕
末
明
治
新
聞
全
集
第
三
巻
』
（
世
界
文
庫
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
）
、
一
九
四
頁
。
（
皿
）
「
幕
末
明
治
新
聞
全
集
第
四
巻
』
（
世
界
文
庫
、
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
）
、
四
六
頁
。
（皿）『大日本外交文書韓一腱宰蝿繩｜》》針朋』（日本国際協会、昭和十三年九月）、一一一四五～三四六頁。
（兇）注（羽）の一一五○頁。
〆■、〆へ
４９４８ 
、､ノ、、〆
〆、〆へ
４７４６ 
、‐ジ出一’月）、十三頁。
同性注注
右へ'-，へ
ｏｎ、の、、、
（羽）の二四九頁。
（胡）の二一一一三頁。
（犯）の二四九頁。
四一頁。
四一頁。第二巻第三冊」（日本国際協会、昭和十三年一一月）、八一一一一一一頁。
第三巻』（日本国際協会、昭和十三年九月）、七○六頁。
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注（５）の二三一頁。
注（５）の二一一一二頁。
「長防再征の目的」（「旧幕府」第八号所収）
浜崎国男「長崎異人街誌』（葦書一房、平成一
重
藤
威
夫
『
長
崎
居
留
地
と
外
国
商
人
』
（
風
間
》
「史談会速記録合本二十五』（原書房、昭和四十八年八月）、一六頁。
田辺太一談「巴里日本公使館書記官在勤中の見聞」（「維新史料編纂会講演速記録こ（東京大学出版会、昭和五十二年六月覆刻）、二六頁。
注（、）の二六三頁。
注（、）の二七八～一
注（皿）の八七二頁。
『
鹿
児
島
県
史
料
玉
「
森
有
礼
全
集
第
二
「
史
談
会
速
記
録
合
注（ｕ）の二七○頁。
注（羽）の吉田漬成金
注
（
、
）
の
二
七
八
～
二
八
○
頁
。
注（３）の一頁。
注（、）の二六一
注（５）の二一一一二頁。
熱磯螺紀『西園寺公望自伝』（講談社、昭和二十四年九月）、五七頁。
石井研堂「一一一宅秀先生》牌渡仏実話（一一）」（『明治文化』第十五巻・第八号所収）、一一一○頁。
国木田独歩編「陶庵随筆」（新潮社、昭和十八年十一一月）、八五頁。
アルベルト・フェルシュレ氏談。
アルベルト・フェルシュレ氏談。
の吉田清成等の建白書におなじ。
玉里島津家史料五」（鹿児島県、平成八年一月）、一四八頁。
第二巻』（宣文堂書店、昭和四十七年三月）、四六～四七頁。
合本二十四』（原書房、昭和四十八年七月）、九頁。
平成六年三月）、一一一一五～一一一一六頁。
（風間書房、昭和四十二年三月）、一一一
一頁。
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シャルル・フェルディナン・カミューュ。ヒスラン（日本に来たモンプラン）、パリにおいて生まれる。
モンブラン、フランス特命全権使節グロ男爵の随員（学術調査員）として来日。のち学術調査に従事す
る
た
め
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
渡
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
｜旅行として再来日し、横浜や江戸（フランス公使館）でくらしたらしい。〃お政〃という女性と関係
をもつ。帰国の途につくとき、熊谷出身の斎藤健次郎（白川健次郎、ジラール・ド・ケンともいう）と
いう若者をヨーロッパに連れてゆく。帰国後、モンプランは日本研究に従事する。
横浜鎖港使節外国奉行池田筑後守の一行、パリに到着し、「グラントテル・ド・パリ」（キャプシーヌ街）
に入る。
三宅復一（組頭田辺太一の従者）、モンプランとその母、妹らと会う。当時モンプランは、ティヴォリ
街八番地（サン・ラザール駅にちかい、いまのアムステルダム街）に住み、ベルギーのインゲルムンス
ターと往来する。パリの居宅は現存しない。
池田使節らモンプラン宅を訪問し、布地二反を贈る。
日本学者□｜－、斎藤健次郎らはロンドン在住の薩藩留学生らのアパート（ベースウォーター街）を訪
れ、のち大目付新納行部や町田民部と会う。のちにモンプランもロンドンを訪れたもよう。
外国奉行柴田日向守（剛中）の一行、パリに到着し、「グラントテル・デュ・ルーブル」（現・「オテル・
ルーブル・コンコルド」）に入る。九月一六日（七・二七）ホテルを引き払い、セーヌ河畔の借家にう
つる。
出島のもと医官シーポルト、モンプラン、柴田一行の旅宿を訪れる。
モンプラン、柴田をおとずれ、日本とベルギーとが修好通商条約をむすぶことを勧める。
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モンプラン、柴田に面会し、薩摩藩の世話人となったことをつたえる。
モンプラン、薩摩の万博使節岩下左次右衛門の補佐役に任じられる。
帰国の途にあるオランダ留学生の津田真道と西周助、モンプランに案内されて柴田一行の寓居を訪れる。
新納一行、約三ヵ月にもおよぶ大陸視察旅行をおえてロンドンに帰着する。
五代ロンドンを発しパリにおもむき、四日ほど滞在し、この間にモンプランと会い、商社設立について
協議をかさねる。のち商社設立の契約を改訂する。
薩摩藩はパリにおいて、モンプランとの間で諸機械輸入の発注覚書を取りかわす。
新納、五代らは、斎藤健次郎をともないマルセーユより帰国の途につく。斎藤はのちにフランスにもどる。
薩摩藩のパリ万博使節岩下左次右衛門一行、パリに到着。
幕府のパリ万博使節徳川昭武一行、パリに到着。「グラントテル・ド・パリ」（キャプシーヌ街）に入る。
のち借家に転居。
外国奉行向山隼人正、モンプランと会い、博覧会場における薩摩側の偽称（琉球王）と陳列方法をめぐ
ジャン・ド・レセップス伯の自宅において、幕府と薩摩の両代表が会い、協議をこらし、議定書を取り
新納、五代才助らは、大陸視察旅行に出発し、ドーヴァよりオーステンデ（ベルギー）に渡り、モンブ
ランの出迎えをうける。のちインゲルムンスター、ブリュッセル、ワーテルロー、リェージュなどを訪
れたのち、モンプランと貿易商社設立の契約書を取りかわす。
モンプラン、柴田に面会し、修好通商条約締結の件について力説する。
モンブラン、柴田に面会し、持説を主張するが、相手をおこらせる。
薩摩藩のパリ万博参加出品にさいして、モンプランは同藩の代理人に任じられる。
新納、五代らは、ベルギーよりプロシア、オランダを経てフランスに入り、以後モンプランとの交際が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る
。
っ
て
、
や
り
あ
う
。
(56）１２７ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
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岩下一行、日本に帰着。
薩摩藩に討幕の密勅がくだる。
新政府の樹立にともない、薩摩藩は、モンプランに意見書を提出させる。モンブランは、鹿児島城下に
住まわず、指宿村湊の回船問屋・浜崎太平衛宅に身をよせる。
新納は五代、モンプランらをともない兵庫に着く。
モンブラン、兵庫のイギリス領事ラウダのもとに身をよせ、のち大坂のフランス代理領事レックのもと
住まわず、Ｌ
新納は五代、
モ
ン
ブ
ラ
ン
、
に避難する。
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事館とする。
途につく。
岩下ら万博使節一行は、モンプラン、斎藤健次郎、陸海軍士官各二名、鉱山技師らをともない、帰国の
鮫島尚信を弁務使としてフランスに派遣することが決まる。のち鮫島はパリに日本公使館をひらく。こ
れによりモンプランは日本総領事を解任される。
普仏戦争の勃発。
かわす。
パリⅡコミューヌ（革命自治体）の蜂起。
モンプラン、パリにおいて死去。享年六十一歳。遺骸はのちに故郷のインゲルムンスターに葬られる。
パリ陥落。
新政府の外交顧問となり、いろいろ意見をのべる。のちパリの日本総領事に任じられる。
電信架設願（大坂ｌ神戸間）をフランス代理領事レックを通じて五代に宛てて提出する。
城中において薩摩藩主島津忠義の謁見をうけ、酒肴を賜わる。
薩摩藩士・前田正名をともない、横浜より帰国の途につく。
フランス政府より日本総領事就任の認可をうける。ティポォリ街八番地の自宅を日本総領
126（57） 
インゲルムンスター（ベルギー）の町
［筆者椴彫］
インゲルムンスターの町にある城
［箪者搬影］
インゲルムンスターの城を描いた絵地図
[BycourtesyofM凪Ver君cheu泥Albert］
(58）１２５ 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
１７世紀のインゲルムンスターの城
[BycourtesyofM狼VelちcheumeAlbert］
モンプラン家累代の礼拝室（インゲルムンスター）
［箪者扱影］
城の内部
[華者撤影］
124（59） 
モンプラン伯
(1833～1894） 
モンプランの父
シャルル・アルベリック・クレマン・デカ
ントン・ドゥ・モンプラン（1785～1861）
篭癖
､苧‘ 閲
モンプラン伯
[BycourtesyofMadamedeMontbIanc］ 
(60）１２３ 
ベルギー貴族モンブラン伯と日本人
1860年代のオーステンデの町を描いた銅版画
パリのサン・ラザール駅とモンプランの住居があった旧ティヴォリ街
(右側，現・アムステルダム街）［蔽者撮影］
122（61） 
若き日の前田正名
[｢前田正名先生小伝」（昭和7.3）より］
(上）モンプランが島津家より拝領した脇差
（関の刀匠・兼道作)。［筆者蝿影］
［BycourtesyofMadamodeMontbIanc］ 
(右）九に十文字の家紋の
ついた笄と小柄
(62）121 
ベルギー貴族モンプラン伯と日本人
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120（63） 
CountdeMontblancandtheJapanese 
ComparedwiththefamousMontblanc(4807ｍ)，thehighestmountainin 
theAlps，aBelgianaristocraLLeComtedesCantonCharlesdeMontblanc 
(1833-1894)，ｉｓｎｏｔｗｅｌｌｋｎｏｗｎｉｎＪａｐａｎ、Ｈｅｎｏｔｏｎｌｙａｃｔｅｄｆｏｒｔｈｅ
ＳａｔｓｕｍａｃｌａnattheParisWorldExpositionofl867butbroughtforwardvari‐ 
ousproposalsforournewgovernmentaftertheRestorationHehadper‐ 
sonalcontactwiththeBakufumissionsaswellasthestudentsfrom 
SatsｕｍａｃｌａｎｉｎＥｕｒｏｐｅｉｎｔｈｅｌ８６０ｓ． 
Publicopinionabouthimisevenlydividedbetweenpraiseandcensure・
Somehaveconsideredhimamanofenterprisingspirit，othershavecalled 
himacharlatanoranaristocraticadventurer・ThepublichasnotfOrmeda
properesｔｉｍａｔｅｏｆｈｉｍｓｏｆａｒ． 
Ｄｕｅｔｏｔｈｅａｂｓｅｎｃｅｏｆａｎａｕｔｈｅｎｔｉｃｂｉographyabouthim，Countde 
Montblancremainsstillamysteriousman、Itwasmylong-cherisheddesire
towriteabiographyofhimandtheJapanｅｓｅｗｈｏａｒｅｒｅｌａｔｅｄｔｏｈｉｍｂｏｔｈｉｎ 
ＥｕｒopeandJapan． 
ＴｈａｎｋｓｔｏｍｙｓｔａｙｉｎＢｅｌｇｉｕｍｉｎｔｈｅｓｕｍｍｅｒｏｆｌ９９９，Ｉｗａｓａｂｌｅｔｏｇｅｔ 
ｑｕｉｔｅａｌｏｔｏｆｍａｔｅｒｉalwhichnoJapanesehaseverhadaccｅｓｓｔｏＴｈｉｓｅｓ‐ 
saytreatsofhiscareerasaprogressiveentrepreneum 
lnconclusionl'dliketothankBibliothequeRoyaleAlbertLtheArchives 
duMinist6redesAffairesEtrangeresinBrussels，theBelgianEmbassyinTo‐ 
kyo，Kagoshimaprefecturallibrary，theuniversitylibrariesatWasedaand 
LeuvenaswellastheHistoriographicallnstitute，theUniversityofTokyo 
fortheirvariouskindnesses． 
(64）１１９ 
CountdeMontblancandtheJapanese 
Personally，ＩａｍｖｅｒｙｍｕｃｈｏｂｌｉｇｅｄｔｏＭｒ・MitsuroKatsuyama(OCS
BrusselOffice)，Ｍｒ・VerscheureAlbert，MadamedeMontblanc，MsBirgit
Debeerst，Ｄｒ・FranCoisePeemans,ＭｎＡｒｙａｎｖａｎｄｅｒＷｅｒｆ(researcher)，Ｍｓ・
IngeborgVerplancke（lecturer)，andProf・WillyvandeWalleatKatholieke
UniversiteitinLeuven． 
２８September2000 
ProfTakashiMiyanagａ 
118（65） 
